
２０２６年度生 実務経験のある教員による授業科目一覧（公認会計士税理士科）
教員名 授業科目 関連学科 単位数 授業内容（どのような経験を持ち、どのような授業を行うか）

後藤浩也
上級工業簿記原
価計算

公認会計士税理士科
総合ビジネス科

3

税理士補助として会計事務所に勤務し、会計処理の指導から貸借対照表や損
益計算書等の財務諸表作成及び所得税・法人税等の申告書作成等を担当。そ
の経験を活かし、単に机上の受験指導学習のみに留まることなく実践的な問
題について解説を行っている。

松田好正 財務諸表論A
公認会計士税理士科
キャリアアップ本科

4

税理士補助として会計事務所に勤務し、会計処理の指導から貸借対照表や損
益計算書等の財務諸表の作成及び所得税・法人税等の申告書の作成等を担
当。その経験を活かし、単に机上の受験指導学習のみに留まることなく実践
的な問題について解説を行っている。

松田好正 財務諸表論B
公認会計士税理士科
キャリアアップ本科

4

税理士補助として会計事務所に勤務し、会計処理の指導から貸借対照表や損
益計算書等の財務諸表の作成及び所得税・法人税等の申告書の作成等を担
当。その経験を活かし、単に机上の受験指導学習のみに留まることなく実践
的な問題について解説を行っている。

松田好正 財務諸表論C 公認会計士税理士科 7

税理士補助として会計事務所に勤務し、会計処理の指導から貸借対照表や損
益計算書等の財務諸表の作成及び所得税・法人税等の申告書の作成等を担
当。その経験を活かし、単に机上の受験指導学習のみに留まることなく実践
的な問題について解説を行っている。

後藤浩也
ビジネス実務
（事務・経理）

公認会計士税理士科
総合ビジネス科

3
税理士補助として会計事務所に勤務し、会計処理の指導から貸借対照表や損
益計算書等の財務諸表作成及び所得税・法人税等の申告書作成等を担当。そ
の経験を活かし、企業における実践的な知識と技能を提供します。

18授業時間合計



２０２５年度生 実務経験のある教員による授業科目一覧（公認会計士税理士科）
教員名 授業科目 関連学科 授業時間 授業内容（どのような経験を持ち、どのような授業を行うか）

後藤浩也 中級工業簿記
公認会計士税理士科
総合ビジネス科

90

税理士補助として会計事務所に勤務し、会計処理の指導から貸借対照表や損
益計算書等の財務諸表作成及び所得税・法人税等の申告書作成等を担当。そ
の経験を活かし、単に机上の受験指導学習のみに留まることなく実践的な問
題について解説を行っている。

松田好正 財務諸表論Ⅰ
公認会計士税理士科
キャリアアップ本科

120

税理士補助として会計事務所に勤務し、会計処理の指導から貸借対照表や損
益計算書等の財務諸表の作成及び所得税・法人税等の申告書の作成等を担
当。その経験を活かし、単に机上の受験指導学習のみに留まることなく実践
的な問題について解説を行っている。

松田好正 財務諸表論Ⅱ
公認会計士税理士科
キャリアアップ本科

210

税理士補助として会計事務所に勤務し、会計処理の指導から貸借対照表や損
益計算書等の財務諸表の作成及び所得税・法人税等の申告書の作成等を担
当。その経験を活かし、単に机上の受験指導学習のみに留まることなく実践
的な問題について解説を行っている。

松田好正 財務諸表論A
公認会計士税理士科
キャリアアップ本科

180

税理士補助として会計事務所に勤務し、会計処理の指導から貸借対照表や損
益計算書等の財務諸表の作成及び所得税・法人税等の申告書の作成等を担
当。その経験を活かし、単に机上の受験指導学習のみに留まることなく実践
的な問題について解説を行っている。

松田好正 財務諸表論B
公認会計士税理士科
キャリアアップ本科

90

税理士補助として会計事務所に勤務し、会計処理の指導から貸借対照表や損
益計算書等の財務諸表の作成及び所得税・法人税等の申告書の作成等を担
当。その経験を活かし、単に机上の受験指導学習のみに留まることなく実践
的な問題について解説を行っている。

鷲巣禎江
ビジネスマナー
（応用）

公認会計士税理士科
総合ビジネス科

30
企業において役員秘書として従事。秘書業務および接遇マナーについて対応
している。

鷲巣禎江
ビジネスマナー
（総合）

公認会計士税理士科
総合ビジネス科

60
企業において役員秘書として従事。秘書業務および接遇マナーについて対応
している。

後藤浩也
ビジネス実務
（事務）

公認会計士税理士科
総合ビジネス科

90
税理士補助として会計事務所に勤務し、会計処理の指導から貸借対照表や損
益計算書等の財務諸表作成及び所得税・法人税等の申告書作成等を担当。そ
の経験を活かし、企業における実践的な知識と技能を提供します。

後藤浩也
ビジネス実務
（経理）

公認会計士税理士科
総合ビジネス科

150
税理士補助として会計事務所に勤務し、会計処理の指導から貸借対照表や損
益計算書等の財務諸表作成及び所得税・法人税等の申告書作成等を担当。そ
の経験を活かし、企業における実践的な知識と技能を提供します。

930授業時間合計



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 初級商業簿記 授業形態 講義 区 分 選必 

年  次 1 時  期 前期 担 当 梶山 他 

授業回数 15 単位数 1 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

職種に関わらずビジネスパーソンに必要となる簿記の基礎知識の修得。 

【概要】 

小規模な株式会社を前提に経理実務で必要となる会計処理技術の基礎を財務諸表（損益計算書、

貸借対照表）作成までの一巡の流れとともに講義と問題演習により学習します。 

到達目標 
日々の取引から決算整理までの１年間の大きな流れを理解し、基礎的な会計処理を修得するこ

と。 

授業内容 

回 

01：簿記の目的 

02：簿記一巡 

03：商品売買Ⅰ 

04：商品売買Ⅱ 

05：決算 

06：現金および預金 

07：手形 

08：有形固定資産 

09：その他の債権および債務 

10：収益・費用諸勘定 

11：訂正仕訳 

12：その他の決算整理 

13：株式会社の資本 

14：問題演習① 

15：問題演習② 

回 

16： 

17： 

18： 

19： 

20： 

21： 

22： 

23： 

24： 

25： 

26： 

27： 

28： 

29： 

30： 

テキスト 

参考文献 

３級商業簿記テキスト（大原出版） 

成績基準 
定期試験 

優…80点以上、良…60点以上、可…40点以上、不可…40点未満 

準備学習の

内 容 

次の授業項目についてテキストを読んでくること。また、授業後に指定した問題を解くこと。 

 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 中級商業簿記 授業形態 講義 区 分 選必 

年  次 1 時  期 前期 担 当 梶山 他 

授業回数 60 単位数 4 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】日本ビジネス技能検定協会(日ビ)及び日本商工会議所(日商)主催簿記検定試験２級の

合格を目指すとともに、企業の財務担当者に必須の知識として商業簿記の会計処理技術の修得

を目指します。 

【概要】大・中規模な株式会社を前提に講義と演習により学習し、株式会社の財務諸表を読む

力を養います。その後、検定試験に向け問題演習、答案練習により受験準備を進めていきます。 

到達目標 日ビ簿記検定及び日商簿記検定２級合格 

授業内容 

回 

01：総論 

02：収益と費用① 

03：収益と費用② 

04：収益認識 

05：棚卸資産① 

06：棚卸資産② 

07：棚卸資産③ 

08：棚卸資産④ 

09：現金預金① 

10：現金預金② 

11：債権債務等① 

12：債権債務等② 

13：有価証券① 

14：有価証券② 

15：固定資産① 

16：固定資産② 

17：固定資産③ 

18：為替換算会計 

19：引当金 

20：法人税等 

21：税効果会計 

22：純資産① 

23：純資産② 

24：企業結合 

25：株主資本等変動計算書 

26：連結会計 資本連結① 

27：連結会計 資本連結② 

回 

31：本支店会計 

32：収益認識 

33：仕訳対策① 

34：仕訳対策② 

35：仕訳対策③ 

36：項目別対策① 

37：項目別対策② 

38：総合問題対策① 

39：総合問題対策② 

40：総合問題対策③ 

41：演習答案練習① 

42：演習答案練習①解説 

43：演習答案練習② 

44：演習答案練習②解説 

45：演習答案練習③ 

46：演習答案練習③解説 

47：演習答案練習④ 

48：総合問題対策④解説 

49：直前対策模擬試験① 

50：直前対策模擬試験①解説 

51：直前対策模擬試験② 

52：直前対策模擬試験②解説 

53：直前対策模擬試験③ 

54：直前対策模擬試験③解説 

55：直前対策模擬試験④ 

56：直前対策模擬試験④解説 

57：直前対策模擬試験⑤ 



28：連結会計 成果連結① 

29：連結会計 成果連結② 

30：連結会計 連結財務諸表 

58：直前対策模擬試験⑤解説 

59：直前対策模擬試験⑥ 

60：直前対策模擬試験⑥解説 

テキスト 

参考文献 

2級商業簿記テキスト（大原出版） 

成績基準 
定期試験 

優…80点以上、良…60点以上、可…40点以上、不可…40点未満 

準備学習の

内 容 

次の授業項目についてテキストを読んでくること。また、授業後に指定した問題を解くこと。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 中級工業簿記 授業形態 講義 区 分 選必 

年  次 1 時  期 前期 担 当 諏訪 他 

授業回数 45 単位数 3 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

日本ビジネス技能検定協会(日ビ)及び日本商工会議所(日商)主催簿記検定試験２級の合格を目

指すとともに、企業の財務担当者に必須の知識として工業簿記(原価計算を一部含む)の会計処

理技術の修得を目指します。 

【概要】 

製造業(メーカー)などの会計知識として工業簿記(原価計算を含む)を講義と演習により学習

し、その後、検定試験に向けて問題演習、模擬試験により受験準備を進めていきます。 

到達目標 日ビ簿記検定及び日商簿記検定２級合格 

授業内容 

回 

01：工業簿記の基礎 

02：工業簿記の記帳 個別原価計算 

03：材料費会計① 

04：材料費会計② 

05：労務費会計 

06：経費会計 

07：製造間接費会計① 

08：製造間接費会計② 

09：単純個別原価計算① 

10：単純個別原価計算② 

11：個別原価計算における仕損 

12：工企業の財務諸表 

13：部門別計算① 

14：部門別計算② 

15：部門別計算③ 

16：総合原価計算総論 

17：単純総合原価計算 

18：減損及び仕損① 

19：減損及び仕損② 

20：材料の投入形態 

21：工程別総合原価計算 

22：組別・等級別総合原価計算 

23：標準原価計算① 

24：標準原価計算② 

25：標準原価計算③ 

回 

26：標準原価計算④ 

27：ＣＶＰ分析 

28：原価分解 

29：直接原価計算① 

30：直接原価計算② 

31：項目別演習 材料費・労務費 

32：項目別演習 経費・間接費 

33：項目別演習 個別原価計算 

34：項目別演習 部門別計算 

35：項目別演習 財務諸表 

36：項目別演習 総合原価計算 

37：項目別演習 標準原価計算 

38：項目別演習 ＣＶＰ分析・原価分解 

39：項目別演習 直接原価計算 

40：直前対策模擬試験① 

41：直前対策模擬試験② 

42：直前対策模擬試験③ 

43：直前対策模擬試験④ 

44：直前対策模擬試験⑤ 

45：直前対策模擬試験⑥ 

 



テキスト 

参考文献 

２級工業簿記テキスト（大原出版） 

成績基準 
定期試験 

優…80点以上、良…60点以上、可…40点以上、不可…40点未満 

準備学習の

内 容 

次の授業項目についてテキストを読んでくること。また、授業後に指定した問題を解くこと。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 上級商業簿記会計学 授業形態 講義 区 分 選必 

年  次 1 時  期 前期 担 当 中川 他 

授業回数 75 単位数 5 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

日本商工会議所(日商)主催簿記検定試験１級の合格を目標に学習することにより、財務会計の

知識定着と高度な会計処理技術の修得を目指します。 

【概要】 

中級項目はより深く、デリバティブ取引・資産除去債務・ストックオプションなどは、新規項

目として、講義と演習を通じより高度な会計処理技術の修得を目指します。あわせて、検定試

験の傾向と対策、過去問題演習、答案練習により受験準備を進めていきます。 

到達目標 財務会計の知識定着と高度な会計処理技術の修得 

授業内容 

回 

01：財務諸表・簿記一巡 

02：有価証券 有価証券の分類と評価 

03：有価証券 約定日基準・修正受渡日基準 

04：デリバティブ取引 

05：ヘッジ会計・債権の譲渡 

06：有形固定資産 減価償却 

07：有形固定資産 圧縮記帳 

08：有形固定資産 SPCによる不動産の流動化 

09：割引現在価値 

10：現価係数・年金現価係数 

11：リース取引総論 

12：オペレーティング・リース取引 

13：ファイナンス・リース取引① 

14：貸手側の会計処理その他のリース取引 

15：研究開発費 

16：ソフトウェア 

17：減損会計 固定資産 

18：減損会計 共用資産・のれん  

19：繰延資産 

20：社債 総論 

21：社債 買入償還 

22：社債 定時分割償還 

23：引当金の設定要件 

24：貸倒引当金の設定 

25：貸倒見積り高の算定 

回 

39：ｽﾄｯｸ･ｵﾌﾟｼｮﾝ 総論 

40：ｽﾄｯｸ･ｵﾌﾟｼｮﾝ 権利不確定による失効 

41：ｽﾄｯｸ･ｵﾌﾟｼｮﾝ 対象勤務期間 

42：税効果会計総論 

43：税効果会計 

44：外貨建取引 総論 

45：外貨建有価証券 

46：為替予約  

47：商品売買 原価率等 

48：商品売買 売価還元法 

49：特殊商品売買 

50：連結財務諸表論 総論 

51：支配獲得日における連結貸借対照表の作成 

52：支配獲得日以降の連結財務諸表の作成 

53：資本連結 段階取得 

54：資本連結 子会社株式の追加取得 

55：資本連結 子会社株式の一部売却 

56：成果連結 総論 

57：成果連結 未実現利益の消去 

58：債権債務の相殺消去及び貸倒引当金の調整 

59：成果連結 未達取引 

60：連結税効果会計 

61：持分法 総論 

62：持分法 未実現利益の消去 

63：包括利益計算書① 



26：退職給付 総論 

27：退職給付 退職一時金制度 

28：退職給付 企業年金制度 

29：過去勤務費用および数理計算上の差異 

30：資産除去債務 総論 

31：資産除去債務 見積りの変更 

32：資産除去債務 その他の論点 

33：純資産 株式の発行、剰余金の配当 

34：純資産 計数の変動、剰余金の処分 

35：純資産 自己株式、分配可能額 

36：純資産 株主資本等変動計算書 

37：新株予約権 

38：新株予約権付社債 

64：包括利益計算書② 

65：在外子会社の財務諸表の換算 

66：在外子会社の連結財務諸表の作成 

67：企業結合 総論・合併 

68：企業結合 株式交換、株式移転 

69：直前模擬試験第 1 回 

70：直前模擬試験第 2 回 

71：直前模擬試験第 3 回 

72：公開模擬試験 

73：直前模擬試験第 4 回 

74：直前模擬試験第 5 回 

75：直前模擬試験第 6 回 

テキスト 

参考文献 

1級商業簿記会計学テキストⅠ・Ⅱ（大原出版） 

成績基準 
定期試験 

優…70点以上、良…50点以上、可…40点以上、不可…40点未満 

準備学習の

内 容 

次の授業項目についてテキストを読んでくること。また、授業後に指定した問題を解くこと。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 上級工業簿記原価計算 授業形態 講義 区 分 選必 

年  次 1 時  期 前期 担 当 後藤 他 

授業回数 45 単位数 3 実務家 税理士補助 

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

日本商工会議所(日商)主催簿記検定試験１級の合格に向かって高度な会計処理と原価計算の修

得を目指します。 

【概要】 

中級学習項目を講義と演習により深く学習するとともに企業経営のための予算管理、経営管理

者としての意思決定などについて新たに学習します。 

直前期は重要論点の確認、過去問題演習、答案練習により受験準備を進めていきます。 

到達目標 
日商簿記検定１級合格のための管理会計の習得 

 

授業内容 

回 

01：総論、材料費会計、労務費会計 

02：経費会計・製造間接費会計 

03：単純個別原価計算 

04：部門別計算 実際配賦・正常配賦 

05：部門別計算 補助部門費の配賦等 

06：部門別計算個別原価計算 

07：総合原価計算 総論 

08：単純総合原価計算① 

09：単純総合原価計算② 

10：工程別・組別総合原価計算 

11：等級別総合原価計算 

12：連産品、副産物 

13：標準原価計算 総論 

14：標準原価計算 仕損・減損① 

15：標準原価計算 仕損・減損② 

16：工程別標準原価計算、標準個別原価計算 

17：短期利益計画 ＣＶＰ分析・原価分解 

18：直接実際原価計算 

19：直接標準原価計算 

20：予算編成・予算統制 

21：意思決定会計総論 

22：業務的意思決定① 

23：業務的意思決定② 

24：構造的意思決定① 

回 

25：構造的意思決定② 

26：構造的意思決定③ 

27：事業部制 

28：戦略的原価計算① 

29：戦略的原価計算② 

30：戦略的原価計算③ 

31：直前模擬試験第 1 回 

32：直前模擬試験第 1 回解説 

33：直前模擬試験第 2 回 

34：直前模擬試験第 2 回解説 

35：直前模擬試験第 3 回 

36：直前模擬試験第 3 回解説 

37：公開模擬試験 

38：公開模擬試験解説 

39：直前模擬試験第 4 回 

40：直前模擬試験第 4 回解説 

41：直前模擬試験第 5 回 

42：直前模擬試験第 5 回解説 

43：直前模擬試験第 6 回 

44：直前模擬試験第 6 回解説 

45：総まとめ 



 

テキスト 

参考文献 

1級工業簿記原価計算テキスト（大原出版） 

成績基準 
定期試験 

優…70点以上、良…50点以上、可…40点以上、不可…40点未満 

準備学習の

内 容 

次の授業項目についてテキストを読んでくること。また、授業後に指定した問題を解くこと。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 簿記論Ｃ 授業形態 講義 区 分 選必 

年  次 1 時  期 前期 担 当 
名古屋大原学

園教員 

授業回数 105 単位数  7 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

簿記初級レベルから上級レベルまでの体系や計算処理技術等の理解・習得を目的として、税理

士試験簿記論合格を目指す。 

【概要】 

簿記の基礎・応用項目を学習し、税理士試験合格に向けて模擬試験等の演習をする。 

到達目標 
簿記上級レベルの計算処理技術等を理解・習得し、税理士試験簿記論合格を目指すレベルにす

る。 

授業内容 

回 

01：純資産Ⅰ 

02：株主資本等変動計算書 

03：退職給付会計Ⅰ（簡便法） 

04：社債Ⅰ 

05：有価証券Ⅰ 

06：税効果会計Ⅰ 

07：割引現在価値計算Ⅰ 

08：保険金Ⅰ 

09：減損会計Ⅰ① 

10：減損会計Ⅰ② 

11：新株予約権Ⅰ 

12：新株予約権付社債Ⅰ 

13：現金預金Ⅱ 

14：商品売買Ⅱ 

15：退職給付会計Ⅱ（原則） 

16：外貨建会計Ⅰ 

17：リース会計Ⅰ 

18：試用販売Ⅰ 

19：資産除去債務Ⅰ 

20：本支店会計Ⅰ 

21：圧縮記帳Ⅰ 

22：繰延資産Ⅰ 

23：委託販売 

24：受託販売 

25：新株予約権付社債Ⅱ 

26：会計上の変更等Ⅰ 

回 

56：固定資産Ⅲ 

57：組織再編会計Ⅱ 

58：共通支配下の取引 

59：帳簿組織Ⅱ 

60：収益認識Ⅱ 

61：連結会計Ⅲ 

62：ゴルフ会員権Ⅰ 

63：社債Ⅱ 

64：税効果会計Ⅱ 

65：会計上の変更等Ⅱ 

66：帳簿組織Ⅲ 

67：過去試験問題演習① 

68：過去試験問題演習② 

69：過去試験問題演習③ 

70：過去試験問題演習④ 

71：過去試験問題演習⑤ 

72：過去試験問題演習⑥ 

73：過去試験問題演習⑦ 

74：過去試験問題演習⑧ 

75：過去試験問題演習⑨ 

76：過去試験問題演習⑩ 

77：直前対策講義① 

78：直前対策講義② 

79：直前対策講義③ 

80：直前対策講義④ 

81：直前対策講義⑤ 



27：組織再編会計Ⅰ 

28：連結会計Ⅰ 

29：貸倒れⅡ 

30：製造業会計Ⅰ 

31：キャッシュ・フロー計算書Ⅰ 

32：有価証券Ⅱ 

33：ソフトウェアⅡ 

34：減損会計Ⅱ 

35：簿記の概要Ⅱ 

36：割賦販売Ⅰ 

37：キャッシュ・フロー計算書Ⅱ 

38：帳簿組織Ⅰ 

39：固定資産Ⅱ 

40：土地再評価差額金 

41：連結会計Ⅱ 

42：ストック・オプションⅠ 

43：公正な評価単価の変更 

44：収益認識Ⅰ 

45：売上割戻・割引 

46：本支店会計Ⅱ 

47：金利スワップⅠ 

48：建設業会計Ⅰ 

49：工事契約 

50：工事損失引当金 

51：ソフトウェアⅢ 

52：リース会計Ⅱ 

53：簿記の概要Ⅲ 

54：純資産Ⅱ 

55：リース会計Ⅲ 

82：直前対策講義⑥ 

83：直前対策講義⑦ 

84：直前対策講義⑧ 

85：実力判定公開模擬試験①  

86：実力判定公開模擬試験②  

87：実力判定公開模擬試験③  

88：実力判定公開模擬試験④  

89：直前予想模擬試験① 

90：直前予想模擬試験② 

91：直前予想模擬試験③ 

92：直前予想模擬試験④ 

93：プレ模擬試験① 

94：プレ模擬試験② 

95：プレ模擬試験③ 

96：プレ模擬試験④ 

97：全国統一公開模擬試験① 

98：全国統一公開模擬試験② 

99：全国統一公開模擬試験③ 

100：全国統一公開模擬試験④ 

101：直前予想模擬試験① 

102：直前予想模擬試験② 

103：直前予想模擬試験③ 

104：直前予想模擬試験④ 

105：総まとめ 

 

テキスト 

参考文献 

大原出版「簿記論」 

成績基準 
定期試験 

優…70点以上、良…50点以上、可…40点以上、不可…40点未満 

準備学習の

内 容 

次の授業項目についてテキストを読んでくること。 

また、授業後に指定した問題を解くこと。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 財務諸表論Ｃ 授業形態 講義 区 分 選必 

年  次 1 時  期 前期 担 当 
名古屋大原学

園教員 

授業回数 105 単位数 7 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

複式簿記機構を前提に、その仕組みから生み出される貸借対照表や損益計算書等の作成や、そ

の背後の会計理論を理解することを目的として、税理士試験財務諸表論の合格を目指す。 

【概要】 

財務諸表の基礎・応用項目を学習し、税理士試験合格に向けて模擬問題等の演習をする。 

到達目標 
財務諸表の作成とその背後の会計理論を理解し、税理士試験の財務諸表論合格を目指すレベル

にする。 

授業内容 

回 

01：貸倒れⅠ 

02：給与等 

03：退職給付会計Ⅰ 

04：その他の引当金 

05：税金Ⅰ 

06：税効果会計Ⅰ（基本項目） 

07：将来減産一時差異 

08：有価証券Ⅰ 

09：認識基準 

10：社債 

11：有価証券Ⅱ（その他有価証券） 

12：株主資本Ⅰ（基本項目） 

13：自己株式（取得） 

14：株主資本Ⅱ（応用項目Ⅱ） 

15：自己株式 

16：株主資本変動計算書 

17：現在価値計算 

18：固定資産Ⅳ（資産除去債務） 

19：固定資産Ⅴ（減損会計） 

20：貸倒れ（キャッシュ・フロー見積法） 

21：貸借対照表表示のまとめ 

22：損益計算書表示のまとめ 

23：個別注記表のまとめ 

24：外貨建取引Ⅰ 

25：外貨建取引Ⅱ（為替予約） 

26：ヘッジ会計 

回 

56：分配可能額 

57：棚卸資産Ⅲ（売価還元法） 

58：連結会計Ⅰ 

59：支配獲得日の連結手続 

60：支配獲得後の連結手続 

61：税効果会計Ⅱ 

62：繰延税金資産の回収可能性 

63：固定資産Ⅷ（リース会計Ⅱ） 

64：固定資産Ⅸ 

65：遊休資産 

66：投資不動産 

67：過去試験問題演習① 

68：過去試験問題演習② 

69：過去試験問題演習③ 

70：過去試験問題演習④ 

71：過去試験問題演習⑤ 

72：過去試験問題演習⑥ 

73：過去試験問題演習⑦ 

74：過去試験問題演習⑧ 

75：過去試験問題演習⑨ 

76：過去試験問題演習⑩ 

77：直前対策講義① 

78：直前対策講義② 

79：直前対策講義③ 

80：直前対策講義④ 

81：直前対策講義⑤ 



27：固定資産（圧縮記帳） 

28：直接減額方式 

29：積立金方式 

30：繰延資産 

31：税金Ⅱ（消費税等） 

32：棚卸資産Ⅱ 

33：売上・仕入の計上基準 

34：退職給付会計Ⅱ 

35：固定資産Ⅶ（リース会計Ⅰ） 

36：ファイナンス・リース取引 

37：オペレーティング・リース取引 

38：金融商品応用項目Ⅰ 

39：ゴルフ会員権 

40：金利スワップ 

41：会計上の見積の変更Ⅰ（見積りの変更） 

42：会計上の見積の変更Ⅰ（減価償却方法の変

更 

43：新株予約権 

44：新株予約権付社債 

45：製造業会計 

46：期末仕掛品の評価 

47：研究開発費 

48：外貨建取引Ⅲ（外貨建有価証券） 

49：ストック・オプション 

50：キャッシュ・フロー計算書 

51：株主資本Ⅲ（応用項目Ⅱ） 

52：申込証拠金 

53：組織再編会計Ⅰ（基本項目） 

54：企業結合 

55：事業分離 

82：直前対策講義⑥ 

83：直前対策講義⑦ 

84：直前対策講義⑧ 

85：実力判定公開模擬試験①  

86：実力判定公開模擬試験②  

87：実力判定公開模擬試験③  

88：実力判定公開模擬試験④  

89：直前予想模擬試験① 

90：直前予想模擬試験② 

91：直前予想模擬試験③ 

92：直前予想模擬試験④ 

93：プレ模擬試験① 

94：プレ模擬試験② 

95：プレ模擬試験③ 

96：プレ模擬試験④ 

97：全国統一公開模擬試験① 

98：全国統一公開模擬試験② 

99：全国統一公開模擬試験③ 

100：全国統一公開模擬試験④ 

101：直前予想模擬試験① 

102：直前予想模擬試験② 

103：直前予想模擬試験③ 

104：直前予想模擬試験④ 

105：総まとめ 

 

テキスト 

参考文献 

大原出版「財務諸表論」 

成績基準 
定期試験 

優…70点以上、良…50点以上、可…40点以上、不可…40点未満 

準備学習の

内 容 

次の授業項目についてテキストを読んでくること。 

また、授業後に指定した問題を解くこと。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 法人税法Ｃ 授業形態 講義 区 分 選必 

年  次 2 時  期 前期 担 当 
名古屋大原学

園教員 

授業回数 105 単位数 7 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

法人税法の制度の趣旨や体系を理解し、納付税額の算出までの基本的な知識を習得して 

税を通じて社会に貢献できる人材を育てることを目的とする。 

【概要】 

法人税法の基礎的な税務調整を中心に学ぶ。 

到達目標 

1. 法人税法における基本的な計算体系を理解する。 

2. 別表四、別表一の作成について理解する。 

3. 別表五(一)、五(二)の作成について理解する。 

授業内容 

回 

01：交際費・寄付金の損金不算入Ⅱ(帰属) 

02：租税公課及び納税充当金Ⅱ(帰属) 

03：外貨建取引① 

04：外貨建取引② 

05：有価証券Ⅲ① 

06：有価証券Ⅲ② 

07：所得税額控除① 

08：所得税額控除② 

09：確認テスト 

10：租税公課及び納税充当金Ⅲ(過大引当) 

11：租税公課及び納税充当金Ⅲ(引当不足等) 

12：国庫補助金等(圧縮記帳) 

13：国庫補助金等(特別勘定) 

14：別表五(一)Ⅰの作成 

15：圧縮記帳の概要Ⅰ 

16：収用等Ⅱ① 

17：収用等Ⅱ② 

18：欠損金Ⅱ① 

19：欠損金Ⅱ② 

20：役員判定・役員給与Ⅰ(同族の判定) 

21：役員判定・役員給与Ⅰ(役員の判定) 

22：役員判定・役員給与Ⅰ(兼務役員の判定) 

23：役員判定・役員給与Ⅱ① 

24：役員判定・役員給与Ⅱ② 

25：使用人給与Ⅰ① 

回 

56：別表五(二)の作成 

57：リース取引① 

58：リース取引② 

59：資本等取引Ⅲ① 

60：資本等取引Ⅲ② 

61：繰延資産① 

62：繰延資産② 

63：繰延資産③ 

64：確認テスト 

65：寄付金の損金不算入Ⅲ 

66：減価償却Ⅷ 

67：過去試験問題演習① 

68：過去試験問題演習② 

69：過去試験問題演習③ 

70：過去試験問題演習④ 

71：過去試験問題演習⑤ 

72：過去試験問題演習⑥ 

73：過去試験問題演習⑦ 

74：過去試験問題演習⑧ 

75：過去試験問題演習⑨ 

76：過去試験問題演習⑩ 

77：直前対策講義① 

78：直前対策講義② 

79：直前対策講義③ 

80：直前対策講義④ 



26：使用人給与Ⅰ② 

27：特定資産の買換え(圧縮記帳) 

28：特定資産の買換え(特別勘定) 

29：交際費等の損金不算入Ⅲ① 

30：交際費等の損金不算入Ⅲ② 

31：交際費等の損金不算入Ⅵ① 

32：交際費等の損金不算入Ⅳ② 

33：減価償却Ⅵ① 

34：減価償却Ⅵ② 

35：減価償却Ⅶ 

36：保健差益(圧縮記帳) 

37：保健差益(特別勘定) 

38：確認テスト 

39：圧縮記帳の概要Ⅱ 

40：別表五(一)Ⅱの作成 

41：外国税額控除① 

42：外国税額控除② 

43：外国子会社配当等の益金不算入 

44：外国税額控除と外国子会社配当等の関係 

45：みなし配当金Ⅰ(概要) 

46：みなし配当金Ⅰ(自己株式) 

47：圧縮記帳の概要Ⅲ 

48：資本等取引Ⅰ 

49：資本等取引Ⅱ 

50：役員判定・役員給与Ⅲ① 

51：役員判定・役員給与Ⅲ② 

52：交換差益① 

53：交換差益② 

54：役員判定・役員給与Ⅳ 

55：使用人給与Ⅱ 

81：直前対策講義⑤ 

82：直前対策講義⑥ 

83：直前対策講義⑦ 

84：直前対策講義⑧ 

85：実力判定公開模擬試験①  

86：実力判定公開模擬試験②  

87：実力判定公開模擬試験③  

88：実力判定公開模擬試験④  

89：直前予想模擬試験① 

90：直前予想模擬試験② 

91：直前予想模擬試験③ 

92：直前予想模擬試験④ 

93：プレ模擬試験① 

94：プレ模擬試験② 

95：プレ模擬試験③ 

96：プレ模擬試験④ 

97：全国統一公開模擬試験① 

98：全国統一公開模擬試験② 

99：全国統一公開模擬試験③ 

100：全国統一公開模擬試験④ 

101：直前予想模擬試験① 

102：直前予想模擬試験② 

103：直前予想模擬試験③ 

104：直前予想模擬試験④ 

105：総まとめ 

 

テキスト 

参考文献 

大原出版「法人税法」 

成績基準 
定期試験 

優…70点以上、良…50点以上、可…40点以上、不可…40点未満  

準備学習の

内 容 

該当するテキストのページ・問題を復習すること。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 相続税法Ｃ 授業形態 講義 区 分 選必 

年  次 1 時  期 前期 担 当 
名古屋大原学

園教員 

授業回数 105 単位数 7 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

相続税法の体系を理解し、相続税と民法、相続人、代襲相続の取扱いから納付税額の算出等ま

での計算と理論をマスターする。 

【概要】 

応用項目の続きと税理士試験合格に向けて模擬問題・過去試験問題等の演習をする。 

到達目標 相続税法を理解し、税理士試験の相続税法合格を目指すレベルにする。 

授業内容 

回 

01：定期金に関する権利 など 

02：贈与税の生命保険金等・定期金の課税関係 

03：信託に関する権利 応用理論対策 

04：総合問題演習 

05：養子の子の応用的な取扱い 

06：贈与税額控除の基となる金額 

07：配偶者居住権等の評価 

08：直系尊属から贈与を受けた場合の非課税 

09：総合問題演習 

10：法人株主がある場合の評価方式の判定 

11：応用理論対策 納税義務者 

12：個別問題演習 

13：定期借地権等の評価 

14：評価方式の判定(5％基準) 

15：個別問題演習 

16：応用理論対策 不動産、課税価格 等 

17：非上場株式等の納税猶予 

18：取引相場のない株式 個別問題演習 

19：応用理論対策 対象者、納付(手続) 

20：総合問題演習 

21：総復習 

22：第 4回確認テスト 

23：第 4回確認テスト解説 

24：応用理論対策 相続税と贈与税の関係 

25：総合から贈与税、財産の所在 

26：無道路地の評価 個別問題演習 

27：応用理論対策 みなし取得財産 等  

回 

56：過去試験問題演習③解説 

57：過去試験問題演習④ 

58：過去試験問題演習④解説 

59：実力判定模試第 3 回解き直し 

60：総復習 

61：第 1回直前対策模擬試験 

62：第 1回直前対策模擬試験解説 

63：第 1回直前対策模擬試験見直し 

64：実力判定模試第 4 回解き直し 

65：第 1回プレ模擬試験 

66：第 1回プレ模擬試験解説 

67：第 1回プレ模擬試験見直し 

68：直前対策問題集第 1回解き直し 

69：第 2回直前対策模擬試験 

70：第 2回直前対策模擬試験解説 

71：第 2回直前対策模擬試験見直し 

72：直前対策問題集第 2回解き直し 

73：第 2回プレ模擬試験 

74：第 2回プレ模擬試験解説 

75：第 2回プレ模擬試験見直し 

76：直前対策問題集第 3回解き直し 

77：第 3回直前対策模擬試験 

78：第 3回直前対策模擬試験解説 

79：第 3回直前対策模擬試験解き直し 

80：過去試験問題演習①解き直し 

81：ヤマ当て講義 

82：過去試験問題演習②解き直し 



28：総合問題演習 

29：第 1回実力判定模擬試験 

30：第 1回実力判定模擬試験解説 

31：配偶者居住権等（一部賃貸・共有） 

32：応用理論対策 対象者 等 

33：第 2回実力判定模試 

34：第 2回実力判定模試解説 

35：特定贈与者が 2人以上の基礎控除 

36：応用理論対策 納税義務者 等 

37：直前対策問題集第 1回 

38：直前対策問題集第 2回 

39：応用理論対策 相続税と贈与税の関係 等 

40：総復習 

41：第 3回実力判定模試 

42：第 3回実力判定模試解説 

43：第 1回実力判定模試解き直し 

44：私道評価のまとめ 

45：第 4回実力判定模試 

46：第 4回実力判定模試解説 

47：応用理論対策 不動産、課税価格 等 

48：第 2回実力判定模試解き直し 

49：直前対策問題集第 3回 

50：改正講義 

51：過去試験問題演習① 

52：過去試験問題演習①解説 

53：過去試験問題演習② 

54：過去試験問題演習②解説 

55：過去試験問題演習③ 

83：過去試験問題演習③解き直し 

84：過去試験問題演習④解き直し 

85：全国統一公開模試 

86：全国統一公開模試解説 

87：全国統一公開模試見直し 

88：第 1回直前対策模擬試験解き直し 

89：第 1回プレ模擬試験解き直し 

90：第 2回直前対策模擬試験解き直し 

91：第 2回プレ模擬試験解き直し 

92：第 3回直前対策模擬試験解き直し 

93：第 1回直前予想模試 

94：第 1回直前予想模試解説 

95：第 1回直前予想模試見直し 

96： 個別論点総復習 

97：第 2回直前予想模試 

98：第 2回直前予想模試解説 

99：第 2回直前予想模試見直し 

100：財産評価総復習 

101：全国統一公開模試解き直し 

102：理論対策総復習 

103：理論対策総復習 

104：総合問題解き直し 

105：総まとめ 

 

テキスト 

参考文献 

大原出版「相続税法」 

成績基準 
定期試験 

優…70点以上、良…50点以上、可…40点以上、不可…40点未満 

準備学習の

内 容 

授業後に指定した問題を解くこと及び指定した理論を覚えてくること 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 消費税法Ｃ 授業形態 講義 区 分 選必 

年  次 1 時  期 前期 担 当 
名古屋大原学

園教員 

授業回数 53 単位数 7 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

消費税法の制度の趣旨や体系を理解し、納付税額の算出までの基本的な知識を習得して税を通

じて社会に貢献できる人材を育てることを目的とする。 

【概要】 

売上や仕入れを適切に区分するための法律を学ぶ。 

到達目標 

1． 消費税法の基本的な計算体系を理解する。 

2． 課税対象となる 4つの要件を理解する。 

3． 仕入税額控除の項目を理解する。 

4． 納付税額までの計算を一通り理解する 

授業内容 

回 

01：納税義務の免除① 

02：納税義務の免除② 

03：課税売上割合Ⅱ① 

04：課税売上割合Ⅱ② 

05：中間申告に係る納付税額の計算① 

06：中間申告に係る納付税額の計算② 

07：国境を越えた役務の提供① 

08：国境を越えた役務の提供② 

09：仮計算Ⅰ① 

10：仮計算Ⅰ② 

11：課税仕入れ等の分類① 

12：課税仕入れ等の分類② 

13：課税仕入れ等の分類③ 

14：非課税資産の輸出等を行った場合 

15：仕入税額控除の特例 

16：調整対象固定資産に係る仕入税額控除① 

17：調整対象固定資産に係る仕入税額控除② 

18：調整対象固定資産に係る仕入税額控除③ 

19：納税義務の免除の特例（特定期間の売上） 

20：納税義務の免除の特例（相続） 

21：納税義務の免除の特例（合併） 

22：過去試験問題演習① 

23：過去試験問題演習② 

24：過去試験問題演習③ 

回 

28：直前対策講義④ 

29：直前対策講義⑤ 

30：直前対策講義⑥ 

31：直前対策講義⑦ 

32：直前対策講義⑧ 

33：実力判定公開模擬試験①  

34：実力判定公開模擬試験②  

35：実力判定公開模擬試験③  

36：実力判定公開模擬試験④  

37：直前予想模擬試験① 

38：直前予想模擬試験② 

39：直前予想模擬試験③ 

40：直前予想模擬試験④ 

41：プレ模擬試験① 

42：プレ模擬試験② 

43：プレ模擬試験③ 

44：プレ模擬試験④ 

45：全国統一公開模擬試験① 

46：全国統一公開模擬試験② 

47：全国統一公開模擬試験③ 

48：全国統一公開模擬試験④ 

49：直前予想模擬試験① 

50：直前予想模擬試験② 

51：直前予想模擬試験③ 



25：直前対策講義① 

26：直前対策講義② 

27：直前対策講義③ 

52：直前予想模擬試験④ 

53：総まとめ 

 

テキスト 

参考文献 

大原出版「消費税法」 

成績基準 
定期試験 

優…70点以上、良…50点以上、可…40点以上、不可…40点未 

準備学習の

内 容 

該当するテキストのページ・問題を復習すること。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 ＰＣ実習基礎（文書） 授業形態 実習 区 分 選必 

年  次 1 時  期 前期 担 当 梶山 他 

授業回数 30 単位数 2 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

ワープロソフト「Microsoft Word」による実習を通じてワープロソフトの操作スキル、ビジネ

ス文書の作成に必要な知識を習得する。 

【概要】 

基本的な文字入力からスタートし、段落設定やページ設定、表組などビジネス文書の作成に必

要な機能、操作を習得するとともに、ビジネス文書の作成に必要な時候の挨拶、記書きなどの

知識を習得するための学習を行う。 

到達目標 
就職活動や就職後の職場において必要とされるビジネス文書について、文面の段階から作成で

きる知識、スキルの習得。操作能力の証明として Word文書処理技能認定試験３級を取得する。 

授業内容 

回 

Ｗｉｎｄｏｗｓ 

01：１１の基礎 

Ｗｏｒｄ 

02：入門 画面構成/文字入力 

03：入門 記号の入力/短文の入力 

04：入門 入力の訂正/文章の入力 

05：入門 手書き入力/複写/削除 

06：基礎 編集機能 1① 

07：基礎 実習 12/実習 13 

08：練習問題演習① 

09：活用 ｱｲｺﾝ/3D ﾓﾃﾞﾙ/画像/ﾃｷｽﾄﾎﾞｯｸｽ 

10：活用 ワードアート 

11：活用 ｽｸﾘｰﾝｼｮｯﾄ/図形描画 

12：活用 図形のグループ化/インク機能 

13：活用 スマートアート/段組み/ 

ドロップキャップ/ページ罫線 

14：練習問題演習② 

15：実習 14/15 

回 

16：実習 16/17 

17：問題集/練習問題 1 

18：問題集/練習問題 2 

19：問題集/練習問題 3 

20：問題集/模擬問題 1演習 

21：問題集/模擬問題 2演習 

22：問題集/模擬問題 3演習 

23：問題集/模擬問題 4演習 

24：問題集/模擬問題 5演習 

25：問題集/模擬問題 6演習 

26：問題集/模擬問題 7演習 

27：問題集/模擬プログラム 1/2演習 

28：問題集/模擬プログラム 3/4演習 

29：問題集/模擬プログラム 5/6演習 

30：問題集/模擬プログラム 7演習 

     

テキスト 

参考文献 

30時間でマスターWord2021/Word文書処理技能認定試験 3級問題集(2021対応) 

成績基準 
定期試験 

優…80点以上、良…60点以上、可…40点以上、不可…40点未満 



準備学習の

内 容 

特になし 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 ＰＣ実習基礎（表計算） 授業形態 実習 区 分 選必 

年  次 1 時  期 前期 担 当 梶山 他 

授業回数 30 単位数 2 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

表計算ソフト「Microsoft Excel」による実習を通じて表計算ソフトの操作スキル、関数やグラ

フの知識を習得する。 

【概要】 

Excelの基本操作を習得する。算式の組み立て、関数の使用方法、グラフの作成方法、データベ

ースの作成方法を学習する。 

到達目標 
ビジネスに欠かせない、関数やグラフに関する知識、円滑に操作できるスキルの習得。操作能

力の証明として Excel 表計算処理技能認定試験３級を取得する。 

授業内容 

回 

Ｅｘｃｅｌ 

01：基礎知識/入門/実習 1～4 

03：ワークシートの編集① 

04：ワークシートの編集②/実習 5～6  

05：ワークシートの編集③/実習 7～10 

06：ワークシートの活用①/実習 11～12 

07：ワークシートの活用②/実習 13～16  

08：ワークシートの活用③/実習 17～20 

09：グラフの基本①/実習 21～22 

10：グラフの基本②/実習 23～26 

11：グラフの応用①/実習 27～29 

12：グラフの応用②/実習 30～31 

13：グラフの応用③/実習 32～33 

14：データベース① 

15：データベース② 

 

回 

16：データベース③/実習 34-36 

17：Ｅｘｃｅｌの応用/実習 37 

18：問題集/練習問題 1/2演習 

19：問題集/練習問題 3演習 

20：問題集/模擬問題 1演習 

21：問題集/模擬問題 2演習 

22：問題集/模擬問題 3演習 

23：問題集/模擬問題 4演習 

24：問題集/模擬問題 5演習 

25：問題集/模擬問題 6演習 

26：問題集/模擬問題 7演習 

27：問題集/模擬プログラム 1/2演習 

28：問題集/模擬プログラム 3/4演習 

29：問題集/模擬プログラム 5/6演習 

30：問題集/模擬プログラム 7演習 

     

テキスト 

参考文献 

30時間でマスターExcel2021/Excel®表計算処理技能認定試験 3級問題集(2021対応) 

成績基準 
定期試験 

優…80点以上、良…60点以上、可…40点以上、不可…40点未満 

準備学習の

内 容 

特になし 

 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 ファイナンシャル・プランニングⅠ 授業形態 講義 区 分 選必 

年  次 1 時  期 前期 担 当 後藤 他 

授業回数 30 単位数 2 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

ライフプランニングに必要な金融商品、保険、不動産、税金、年金、ローンなどの幅広い基礎

知識の修得を目指します。 

【概要】 

ライフプランニングと資金計画、リスク管理、金融資産運用、タックスプランニング、不動産、

相続・事業承継の各分野を講義と問題演習により学習します。 

到達目標  

授業内容 

回 

01：ＦＰとライフプランニング、資金計画 

02：社会保険 

03：公的年金制度の概要 

04：老後の生活資金設計と公的年金 

05：公的年金の障害・遺族給付、企業年金 他 

06：ライフプランニングの考え方、確認テスト 

07：リスクマネジメント、保険制度 他 

08：生命保険商品の種類と内容 

09：損害保険の概略、損害保険商品の種類等 

10：個人・法人契約の税金 他、確認テスト 

11：マーケット環境の理解、預貯金等 

12：債券、株式 

13：投資信託、外貨建て商品、金融派生商品 

14：ポートフォリオ運用、金融商品と税金 他 

15：総まとめ試験① 

回 

16：税金の分類と計算体系、所得税の仕組み 

17：各種所得の内容① 

18：各種所得の内容② 

19：課税標準の計算、所得控除 

20：税額控除、確定申告、個人住民税・事業税 

21：不動産の見方、不動産の取引 

22：不動産に関する法令上の制限 

23：不動産に係る税金、不動産の有効活用方法 

24：確認テスト（不動産） 

25：相続と法律 

26：贈与と法律、贈与と税金、相続と税金 

27：相続と税金 

28：財産評価、相続対策 

29：確認テスト（相続・事業承継） 

30：総まとめ試験② 

テキスト 

参考文献 

ＦＰ３級合格テキスト・問題集（大原出版） 

 

成績基準 
定期試験 

優…80点以上、良…60点以上、可…40点以上、不可…40点未満 

準備学習の

内 容 

学習課題の実施と既学習範囲の反復演習 

 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 ファイナンシャル・プランニングⅡ 授業形態 演習 区 分 選必 

年  次 1 時  期 前期 担 当 後藤 他 

授業回数 15 単位数 1 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

ＦＰ技能検定３級に合格するための知識を修得すること 

【概要】 

項目別の問題演習により知識を再確認し、本試験対策として過去試験問題及び模擬問題を実施

します。 

到達目標  

授業内容 

回 

01：項目別答練① ライフプランニング等 

02：項目別答練② リスク管理 

03：項目別答練③ 金融資産運用 

04：項目別答練④ タックスプランニング 

05：項目別答練⑤ 不動産 

06：項目別答練⑥ 相続・事業承継 

07：過去問題演習①（学科）・解説 

08：過去問題演習①（実技）・解説 

09：過去問題演習②（学科）・解説 

10：過去問題演習②（実技）・解説 

11：過去問題演習③（学科）・解説 

12：過去問題演習③（実技）・解説 

13：過去問題総復習① 

14：過去問題総復習② 

15：総まとめ試験 

回 

16： 

17： 

18： 

19： 

20： 

21： 

22： 

23： 

24： 

25： 

26： 

27： 

28： 

29： 

30： 

テキスト 

参考文献 

ＦＰ３級合格テキスト・問題集（大原出版） 

 

成績基準 
定期試験 

優…80点以上、良…60点以上、可…40点以上、不可…40点未満 

準備学習の

内 容 

実施済み問題の反復復習とテキストの見直し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 会計税務実務実習 授業形態 実習 区 分 必修 

年  次 1 時  期 前期 担 当 梶山 他 

授業回数 15 単位数  1 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

税理士業務、経理業務の内容を理解し、進路選択を明確にし、学習意欲を高めるため 

【概要】 

インターンシップによる職場体験と実務家セミナー参加後に報告書を作成します。 

到達目標 業務内容を知り、簿記等の学習と業務の繋がりを理解すること 

授業内容 

回 

01：インターンシップ事前説明 

02：税理士事務所等研究 

03：履歴書作成① 

04：履歴書作成② 

05：実習前研修① 

06：実習前研修② 

07：インターンシップ① 

08：インターンシップ② 

09：インターンシップ③ 

10：インターンシップ④ 

11：インターンシップ⑤ 

12：報告書作成① 

13：会計税務実務セミナー① 

14：会計税務実務セミナー② 

15：報告書作成② 

回 

16： 

17： 

18： 

19： 

20： 

21： 

22： 

23： 

24： 

25： 

26： 

27： 

28： 

29： 

30： 

テキスト 

参考文献 

なし 

成績基準 
取組状況、報告書、企業評価に基づき総合評価している 

準備学習の

内 容 

インターンシップ、セミナー参加にあたり事前研究に力を入れること 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 就職対策Ａ 授業形態 講義 区 分 選必 

年  次 1 時  期 前期 担 当 梶山 他 

授業回数 15 単位時間数  2 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

社会人として必須のビジネス知識を学び計画的に適切な就職活動を進めるため 

【概要】 

ＩＴ活用力、協調行動力、自己管理力を学びます。 

到達目標 社会人 1年目として必要なビジネスマナーの理解 

授業内容 

回 

01：学校、クラスのルール確認 

02：自己紹介 

03：タブレットの各種設定① 

04：タブレットの各種設定② 

05：基本操作の練習 

06：各種アプリの活用 

07：活用マナーなど 

08：組織の基礎知識 

09：個人行動センス 

10：集団行動センス 

11：グループワーク（クラス目標設定） 

12：自己管理の必要性・重要性 

13：自己管理法 

14：自分流計画シート作成 

15：手帳記入と評価 

回 

16： 

17： 

18： 

19： 

20： 

21： 

22： 

23： 

24： 

25： 

26： 

27： 

28： 

29： 

30： 

テキスト 

参考文献 

ＩＴ活用力テキスト、協調行動力テキスト 

学生手帳 

成績基準 
分野別検定試験結果、取り組み状況、出席状況、課題提出状況等を考慮し総合評価 

 

準備学習の

内 容 

次の授業項目について指示した問題・作業等を実施すること 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 就職対策Ｂ 授業形態 演習 区 分 選必 

年  次 1 時  期 前期 担 当 梶山 他 

授業回数 15 単位数  2 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

社会人として必須のビジネス知識を学び計画的に適切な就職活動を進めるため 

【概要】 

① 筆記試験対策を課題学習するとともに適性検査を実施する。 

② アポイントメントのための電話応対を学習し、ロールプレイングにより向上を図る。 

③ 自己分析に基づき自己ＰＲを作成するとともに面接対策としてロールプレイングテストを

実施する。 

到達目標 社会人 1年目として必要なビジネスマナーと就職活動スケジュールの理解 

授業内容 

回 

01：ガイダンス 

02：挨拶、言葉遣い 

03：電話マナー 

04：ロールプレイング① 

05：ロールプレイング② 

06：ロールプレイング③ 

07：就職適性検査① 

08：就職適性検査② 

09：就職適性検査③ 

10：自己分析 

11：自己ＰＲ作成① 

12：自己ＰＲ作成② 

13：自己ＰＲ作成③ 

14：統一面接プレ① 

15：統一面接プレ② 

回 

16： 

17： 

18： 

19： 

20： 

21： 

22： 

23： 

24： 

25： 

26： 

27： 

28： 

29： 

30： 

テキスト 

参考文献 

就職ガイドブック、就職ノートブック 

 

成績基準 
取り組み状況、出席状況、統一面接（集団面接）評価等を考慮し総合評価 

 

準備学習の

内 容 

次の授業項目について指示した作業等を実施すること 

 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 法人税法入門 授業形態 講義 区 分 選必 

年  次 1 時  期 前期 担 当 
名古屋大原学

園教員 

授業回数 15 単位数 1 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

法人税法の制度の趣旨や体系を理解し、納付税額の算出までの基本的な知識を習得して 

税を通じて社会に貢献できる人材を育てることを目的とする。 

【概要】 

法人税法の基礎的な税務調整を中心に学ぶ。 

到達目標 

4. 法人税法における基本的な計算体系を理解する。 

5. 別表四、別表一の作成について理解する。 

6. 別表五(一)、五(二)の作成について理解する。 

授業内容 

回 

01：納税義務者 

02：課税所得の範囲 

03：会社計算と税務計算の調整 

04：交際費等の損金不算入Ⅰ 

05：減価償却Ⅰ 

06：減価償却Ⅱ(期首簿価・認容) 

07：受取配当等の益金不算入Ⅰ 

08：寄附金の損金不算入Ⅰ 

09：有価証券Ⅰ 

10：租税公課及び納税充当金Ⅰ 

11：別表四の作成 

12：減価償却Ⅲ(付随、中古、通算) 

13：法人税額の計算の基礎 

14：貸倒損失等 

15：確認テスト 

 

テキスト 

参考文献 

大原出版「法人税法」 

成績基準 
定期試験 

優…70点以上、良…50点以上、可…40点以上、不可…40点未満  

準備学習の

内 容 

該当するテキストのページ・問題を復習すること。 

 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 相続税法入門 授業形態 講義 区 分 選必 

年  次 1 時  期 前期 担 当 
名古屋大原学

園教員 

授業回数 15 単位数 1 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

相続税法の体系を理解し、相続税と民法、相続人、代襲相続の取扱いから納付税額の算出等ま

での計算と理論の基本をマスターする。 

【概要】 

納付税額算定までの各項目の規定を確認するとともに計算演習により体系の理解と計算技術を

磨きます。また、理論対策として規定ごとのテストを毎回実施していきます。 

到達目標 相続税法を理解し、定期的に実施する確認テストで９割以上の得点を目指す。 

授業内容 

回 

01：相続税法の概要、相続税と民法 

02：相続人、代襲相続、養子の取り扱い 

03：承認と放棄、相続分 

04：遺言による取得、相続税額の計算方法 

05：納税義務者、非課税財産、生命保険金等 

06：生命保険金等、退職手当金等 

07：贈与税の概要、贈与税の納税義務者 

08：債務控除、生前贈与加算 

09：相続時精算課税適用財産 

10：相続税の総額等、相続税の期限内申告 

11：相続税額の加算、贈与税額控除（暦年） 

12：配偶者の税額軽減 

13：未成年者控除、障碍者控除 

14：確認テスト① 

15：確認テスト①解説 

 

 

テキスト 

参考文献 

大原出版「相続税法」 

成績基準 
定期試験 

優…70点以上、良…50点以上、可…40点以上、不可…40点未満 

準備学習の

内 容 

授業後に指定した問題を解くこと及び指定した理論を覚えてくること 

 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 消費税法入門 授業形態 講義 区 分 選必 

年  次 1 時  期 前期 担 当 
名古屋大原学

園教員 

授業回数 15 単位数 2 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

消費税法の制度の趣旨や体系を理解し、納付税額の算出までの基本的な知識を習得して税を通

じて社会に貢献できる人材を育てることを目的とする。 

【概要】 

売上や仕入れを適切に区分するための法律を学ぶ。 

到達目標 

5． 消費税法の基本的な計算体系を理解する。 

6． 課税対象となる 4つの要件を理解する。 

7． 仕入税額控除の項目を理解する。 

8． 納付税額までの計算を一通り理解する 

授業内容 

回 

01：税法の仕組みと条文の構成 

02：消費税法の概要 

03：課税の対象 

04：非課税 

05：輸出免税等 

06：資産の譲渡等の時期 

07：控除対象仕入税額Ⅰ 

08：売上げに係る対価の返還等 

09：貸倒れが生じた場合 

10：課税仕入れの範囲 

11：課税仕入れ等の時期 

12：課税売上割合Ⅰ 

13：課税期間における課税売上高 

14：控除対象仕入税額Ⅱ 

15：確認テスト 

 

テキスト 

参考文献 

大原出版「消費税法」 

成績基準 
定期試験 

優…70点以上、良…50点以上、可…40点以上、不可…40点未 

準備学習の

内 容 

該当するテキストのページ・問題を復習すること。 

 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 簿記論Ａ 授業形態 講義 区 分 選必 

年  次 1 時  期 後期 担 当 野崎 他 

授業回数 60 単位数 4 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

簿記会計の計算処理技術の理解・習得を目的する。 

複式簿記の基礎から株式会社の簿記処理のうち初級から中級レベルの簿記処理の体系等を理解

する。 

【概要】 

2学年後期は、簿記の基礎項目を中心に学習をする。 

到達目標 簿記会計の計算処理技術を理解・習得し、基礎的な問題等を解答できるレベルにする。 

授業内容 

回 

01：ガイダンス・簿記の目的 

02：貸借対照表・損益計算書 

03：決算・開始手続・主要簿・補助簿 

04：現金の範囲・当座預金 

05：債権債務・手形 

06：仕入割引・電子記録債権・電子記録債務 

07：クレジット売掛金・商品売買 

08：商品有高帳・三分法・分記法・総記法 

09：有形固定資産・減価償却 

10：除却・売却・買替 

11：ソフトウェア 

12：自社利用目的のソフトウェア 

13：貸倒損失・貸倒引当金 

14：償却債権の回収 

15：給与等・賞与・税金 

16：純資産（概要）・資本金・資本剰余金 

17：利益剰余金・自己株式 

18：株主資本等変動計算書 

19：退職給付会計（簡便法） 

20：社債・償却原価法・買入償還 

21：有価証券（概要） 

22：売買目的有価証券 

23：子会社株式及び関連会社株式 

24：満期保有目的の債券 

25：その他有価証券 

26：税効果会計 

回 

31：減損の兆候・認識の判定及び測定 

32：新株予約権・新株予約権付社債 

33：小口現金・売価還元法 

34：退職給付会計（原則） 

35：外貨建項目の基本的換算 

36：外貨建有価証券の処理 

37：為替予約・ヘッジ会計 

38：リース取引 

39：オペレーティング・リース取引 

40：ファイナンス・リース取引 

41：試用販売・資産除去債務 

42：本支店会計・未達取引 

43：合併財務諸表の作成 

44：支店間取引 

45：国庫補助金・圧縮記帳・積立金方式 

46：繰延資産・委託版売・受託販売 

47：外貨建転換社債型新株予約権付社債 

48：会計上の変更等 

49：会計上の見積の変更 

50：減価償却方法の変更 

51：組織再編会計 

52：連結会計 

53：支配獲得日の連結手続 

54：支配獲得後の連結手続 

55：貸倒れ（キャッシュ・フロー見積法） 

56：製造業会計 



27：将来減産一時差異 

28：割引現在価値計算 

29：保険金の取扱い 

30：減損会計（概要） 

57：キャッシュ・フロー計算書 

58：有価証券（保有目的区分の変更） 

59：市場販売目的のソフトウェア 

60：減損会計（のれん） 

テキスト 

参考文献 

大原出版「簿記論」 

成績基準 
定期試験 

優…70点以上、良…50点以上、可…40点以上、不可…40点未満 

準備学習の

内 容 

次の授業項目についてテキストを読んでくること。 

また、授業後に指定した問題を解くこと。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 財務諸表論Ａ 授業形態 講義 区 分 選必 

年  次 1 時  期 後期 担 当 松田 他 

授業回数 60 単位数 4 実務家 税理士補助 

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

複式簿記機構を前提に、その仕組みから生み出される貸借対照表や損益計算書等の作成や、そ

の背後の会計理論を理解することを目的とする。 

【概要】 

2学年後期は、財務諸表論の基礎項目を中心に学習する。 

到達目標 財務諸表の作成とその背後の会計理論を理解し、基礎的な問題等を解答できるレベルにする。 

授業内容 

回 

01：ガイダンス 

02：財務諸表作成の基礎（貸借対照表） 

03：財務諸表作成の基礎（損益計算書） 

04：財務諸表作成の基礎（個別注記表） 

05：関係会社概念 

06：現金・当座預金・債権債務 

07：手形の譲渡・電子記録債権・電子記録債務 

08：棚卸資産（概要）・売上原価の内訳表示 

09：評価損等の表示・貯蔵品 

10：返品・値引・割戻・仕入割引 

11：固定資産（概要）・減価償却 

12：期中取引・収益的支出と資本的支出 

13：災害発生時の取扱い 

14：無形固定資産・ソフトウェア 

15：貸倒損失・貸倒引当金 

16：償却債権の回収 

17：破産更生債権等・貸倒懸念債権 

18：給料・報酬・賞与 

19：源泉所得税・社会保険料 

20：退職給付・その他の引当金 

21：法人税等・租税公課 

22：税効果会計（概要） 

23：将来減産一時差異 

24：税効果会計に関する注記 

25：有価証券（概要）・保有目的による区分 

26：認識基準・社債・その他有価証券 

27：株主資本（概要）・資本金・資本剰余金 

回 

31：割引現在価値・資産除去債務 

32：減損会計（概要） 

33：減損の兆候・認識の判定及び測定 

34：キャッシュ・フロー見積法 

35：貸借対照表の表示のまとめ 

36：損益計算書の表示のまとめ 

37：個別注記表のまとめ 

38：外貨建取引（基本的換算） 

39：為替予約・ヘッジ会計 

40：国庫補助金 

41：圧縮記帳・直接減額方式・積立金方式 

42：繰延資産・消費税等 

43：仕入・売上の計上基準 

44：他勘定振替による表示 

45：退職給付会計（簡便法）（原則法） 

46：ファイナンス・リース取引 

47：オペレーティング・リース取引 

48：証券投資信託・ゴルフ会員権 

49：金利スワップ・会計上の変更等 

50：会計上の見積の変更 

51：会計方針の変更・新株予約権 

52：新株予約権付社債 

53：製造業会計・研究開発費 

54：外貨建有価証券 

55：ストック・オプション 

56：キャッシュ・フロー計算書 

57：営業活動によるキャッシュ・フロー 



28：利益剰余金・自己株式 

29：剰余金の配当 

30：株主資本等変動計算書 

58：投資活動・財務活動によるキャッシュ・フ

ロー 

59：申込証拠金 

60：新株と自己株式の同時交付 

テキスト 

参考文献 

大原出版「財務諸表論」 

成績基準 
定期試験 

優…70点以上、良…50点以上、可…40点以上、不可…40点未満 

準備学習の

内 容 

次の授業項目についてテキストを読んでくること。 

また、授業後に指定した問題を解くこと。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 法人税法Ａ 授業形態 講義 区 分 選必 

年  次 1 時  期 後期 担 当 
名古屋大原学

園教員 

授業回数 75 単位数 5 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

法人税法の制度の趣旨や体系を理解し、納付税額の算出までの基本的な知識を習得して 

税を通じて社会に貢献できる人材を育てることを目的とする。 

【概要】 

法人税法の基礎的な税務調整を中心に学ぶ。 

到達目標 

7. 法人税法における基本的な計算体系を理解する。 

8. 別表四、別表一の作成について理解する。 

9. 別表五(一)、五(二)の作成について理解する。 

授業内容 

回 

01：納税義務者 

02：課税所得の範囲 

03：会社計算と税務計算の調整 

04：交際費等の損金不算入Ⅰ 

05：減価償却Ⅰ① 

06：減価償却Ⅱ(期首簿価)（認容） 

07：受取配当等の益金不算入Ⅰ 

08：寄附金の損金不算入Ⅰ 

09：有価証券Ⅰ 

10：租税公課及び納税充当金 

11：別表四の作成 

12：減価償却Ⅲ(付随、中古、通算) 

13：減価償却Ⅲ(譲渡、除却)（無形） 

14：確認テスト 

15：法人税額の計算の基礎 

16：使途秘匿金 

17：貸倒損失等 

18：貸倒引当金Ⅰ(概要) 

19：貸倒引当金Ⅰ(個別評価) 

20：貸倒引当金Ⅰ(一括評価) 

21：減価償却Ⅳ(資本的支出) 

22：減価償却Ⅳ(修繕費) 

23：欠損金Ⅰ(繰越控除) 

24：収用等Ⅰ(収用等の特別控除) 

25：貸倒引当金Ⅱ(一括評価金銭債権) 

回 

39：国庫補助金等(圧縮記帳) 

40：国庫補助金等(特別勘定) 

41：別表五(一)Ⅰの作成 

42：圧縮記帳の概要Ⅰ 

43：収用等Ⅱ 

44：欠損金Ⅱ 

45：役員判定・役員給与Ⅰ(同族の判定) 

46：役員判定・役員給与Ⅰ(役員の判定) 

47：役員判定・役員給与Ⅰ(兼務役員の判定) 

48：役員判定・役員給与Ⅱ 

49：使用人給与Ⅰ 

50：特定資産の買換え(圧縮記帳) 

51：特定資産の買換え(特別勘定) 

52：交際費等の損金不算入Ⅲ 

53：交際費等の損金不算入Ⅵ 

54：減価償却Ⅵ 

55：減価償却Ⅶ 

56：保健差益(圧縮記帳) 

57：保健差益(特別勘定) 

58：確認テスト 

59：圧縮記帳の概要Ⅱ 

60：別表五(一)Ⅱの作成 

61：外国税額控除 

62：外国子会社配当等の益金不算入 

63：外国税額控除と外国子会社配当等の関係 



26：貸倒引当金Ⅱ(個別と一括評価の関係) 

27：減価償却Ⅴ(少額、譲渡・除却) 

28：減価償却Ⅴ(特別償却・特別控除) 

29：受取配当等の益金不算入Ⅱ 

30：有価証券Ⅱ 

31：交際費・寄付金の損金不算入Ⅱ(帰属) 

32：租税公課及び納税充当金Ⅱ(帰属) 

33：外貨建取引 

34：有価証券Ⅲ 

35：所得税額控除 

36：確認テスト 

37：租税公課及び納税充当金Ⅲ(過大引当) 

38：租税公課及び納税充当金Ⅲ(引当不足等) 

64：みなし配当金Ⅰ(概要)（自己株式） 

65：圧縮記帳の概要Ⅲ 

66：資本等取引Ⅰ 

67：役員判定・役員給与Ⅲ 

68：交換差益 

69：役員判定・役員給与Ⅳ 

70：使用人給与Ⅱ 

71：別表五(二)の作成 

72：リース取引 

73：資本等取引Ⅲ 

74：繰延資産 

75：確認テスト 

 

テキスト 

参考文献 

大原出版「法人税法」 

成績基準 
定期試験 

優…70点以上、良…50点以上、可…40点以上、不可…40点未満  

準備学習の

内 容 

該当するテキストのページ・問題を復習すること。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 相続税法Ａ 授業形態 講義 区 分 選必 

年  次 1 時  期 後期 担 当 
名古屋大原学

園教員 

授業回数 75 単位数 5 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

相続税法の体系を理解し、相続税と民法、相続人、代襲相続の取扱いから納付税額の算出等ま

での計算と理論の基本をマスターする。 

【概要】 

納付税額算定までの各項目の規定を確認するとともに計算演習により体系の理解と計算技術を

磨きます。また、理論対策として規定ごとのテストを毎回実施していきます。 

到達目標 相続税法を理解し、定期的に実施する確認テストで９割以上の得点を目指す。 

授業内容 

回 

01：特定納税義務者、債務控除 

02：生前贈与加算（精算） 

03：財産評価総則、宅地・家屋・権利 

04：特別養子制度、法定相続人の数 

05：生命保険契約に関する権利、本来の財産 

06：宅地等、贈与税の納税義務者 

07：宅地等、家屋等、動産、たな卸資産等 

08：未分割遺産の相続税の取り扱い 

09：期限後申告、修正申告 

10：上場株式 

11：預貯金等 

12：相続税法の納税地、還付申告等 

13：小規模宅地等の特例① 

14：小規模宅地等の特例② 

15：小規模宅地等の特例③ 

16：小規模宅地等の特例④ 

17：構築物、預貯金等 

18：更正の請求 

19：宅地等、家屋等 

20：小規模宅地等の特例 

21：特例対象宅地等の用語の意義等 

22：総合問題演習① 

23：総合問題演習② 

24：確認テスト② 

25：確認テスト②解説 

26：延納 

回 

39：不整形地、地積規模の大きな宅地 

40：類似業種の選択方法 

41：非上場株式等の贈与税の納税猶予等 

42：がけ地等を有する宅地 

43：純資産価額計算上の資産及び負債算定等 

44：非上場株式等の贈与税の納税猶予等 

45：旗竿状の宅地等、容積率の異なる宅地等 

46：都市計画道路予定地の区域内の宅地等 

47：未分割遺産に対する相続税の取り扱い等 

48：総合問題演習① 

49：確認テスト③ 

50：確認テスト③解説 

51：自然人以外のものが納税義務を負う場合等 

52：私道の用に供されている宅地等 

53：上場株式の評価の特例 

54：相続税の債務控除等 

55：宅地等の評価単位、農地、立木等 

56：上場株式の評価の特例 

57：連帯納付、相続税法に定める財産評価 

58：低額受贈益等、負担付遺贈・贈与 

59：類似業種比準価額の修正等 

60：信託に関する権利 

61：贈与税の非課税財産 みなし個人の計算 

62：マンション、市街地農地等 

63：特定の一般社団法人等 

64：相続時精算課税の特例等 



27：宅地等、家屋等 

28：小規模宅地等の特例 

29：物納の要件等 

30：取引相場のない株式 

31：類似業種比準価額 

32：物納申請の許可又は却下等 

33：取引相場のない株式 

34：純資産価額、株主判定 

35：農地等の贈与税の納税猶予及び免除 

36：比準要素の算定、配当還元価価額 

37：建築中の家屋、利付社債 

38：農地等の相続税の納税猶予及び免除 

65：証券投資信託受益証券等 

66：修正申告等 

67：措法 70の非課税 

68：生前贈与加算、贈与税の配偶者控除 

69：保険金の評価 

70：相続時精算課税の相続税納付義務の承継 

71：総合問題演習① 

72：総合問題演習② 

73：総合問題演習③ 

74：確認テスト④ 

75：確認テスト④解説 

 

テキスト 

参考文献 

大原出版「相続税法」 

成績基準 
定期試験 

優…70点以上、良…50点以上、可…40点以上、不可…40点未満 

準備学習の

内 容 

授業後に指定した問題を解くこと及び指定した理論を覚えてくること 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 消費税法Ａ 授業形態 講義 区 分 選必 

年  次 1 時  期 後期 担 当 
名古屋大原学

園教員 

授業回数 38 単位数 5 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

消費税法の制度の趣旨や体系を理解し、納付税額の算出までの基本的な知識を習得して税を通

じて社会に貢献できる人材を育てることを目的とする。 

【概要】 

売上や仕入れを適切に区分するための法律を学ぶ。 

到達目標 

9． 消費税法の基本的な計算体系を理解する。 

10． 課税対象となる 4つの要件を理解する。 

11． 仕入税額控除の項目を理解する。 

12． 納付税額までの計算を一通り理解する 

授業内容 

回 

01：税法の仕組みと条文の構成 

02：消費税法の概要 

03：課税の対象① 

04：課税の対象② 

05：非課税① 

06：非課税② 

07：輸出免税等 

08：資産の譲渡等の時期 

09：控除対象仕入税額Ⅰ 

10：売上げに係る対価の返還等 

11：貸倒れが生じた場合 

12：課税仕入れの範囲 

13：課税仕入れ等の時期 

14：課税売上割合Ⅰ 

15：課税期間における課税売上高 

16：控除対象仕入税額Ⅱ 

17：確認テスト 

18：課税売上割合に準ずる割合 

19：仕入れに係る対価の返還等① 

回 

20：仕入れに係る対価の返還等② 

21：納税義務の免除 

22：課税売上割合Ⅱ① 

23：中間申告に係る納付税額の計算 

24：国境を越えた役務の提供① 

25：国境を越えた役務の提供② 

26：仮計表Ⅰ① 

27：課税仕入れ等の分類① 

28：課税仕入れ等の分類② 

29：非課税資産の輸出等を行った場合 

30：仕入税額控除の特例 

31：仮計表Ⅰ② 

32：調整対象固定資産に係る仕入税額控除① 

33：調整対象固定資産に係る仕入税額控除② 

34：調整対象固定資産に係る仕入税額控除③ 

35：納税義務の免除の特例(特定期間の売上) 

36：納税義務の免除の特例(相続) 

37：納税義務の免除の特例(合併) 

38：確認テスト 

テキスト 

参考文献 

大原出版「消費税法」 

成績基準 
定期試験 

優…70点以上、良…50点以上、可…40点以上、不可…40点未 



準備学習の

内 容 

該当するテキストのページ・問題を復習すること。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 簿記論Ｂ 授業形態 講義 区 分 選必 

年  次 1 時  期 後期 担 当 野崎 他 

授業回数 60 単位数 4 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

簿記会計の計算処理技術の習得・理解を目的する。 

複式簿記の基礎から株式会社の簿記処理のうち初級から上級レベルの簿記処理の体系等を理解

する。 

【概要】 

１学年後期、簿記の応用項目を中心に学習する。 

到達目標 
簿記初級から上級の計算処理技術を習得・理解し、基礎から応用項目の問題等を解けるレベル

にする。 

授業内容 

回 

01：簿記の概要Ⅱ① 

02：簿記の概要Ⅱ② 

03：割賦販売Ⅰ① 

04：割賦販売Ⅰ② 

05：キャッシュ・フロー計算書Ⅱ① 

06：キャッシュ・フロー計算書Ⅱ② 

07：キャッシュ・フロー計算書Ⅱ③ 

08：帳簿組織Ⅰ① 

09：帳簿組織Ⅰ② 

10：固定資産Ⅱ① 

11：固定資産Ⅱ② 

12：連結会計Ⅱ① 

13：連結会計Ⅱ② 

14：連結会計Ⅱ③ 

15：収益認識Ⅰ① 

16：収益認識Ⅰ② 

17：収益認識Ⅰ③ 

18：収益認識Ⅰ④ 

19：本支店会計Ⅱ① 

20：本支店会計Ⅱ② 

21：金利スワップⅠ① 

22：金利スワップⅠ② 

23：金利スワップⅠ③ 

24：建設業会計Ⅰ① 

25：建設業会計Ⅰ② 

回 

31：リース会計Ⅲ① 

32：リース会計Ⅲ② 

33：簿記の概要Ⅲ① 

34：簿記の概要Ⅲ② 

35：純資産Ⅱ① 

36：純資産Ⅱ② 

37：純資産Ⅱ③ 

38：リース会計Ⅲ① 

39：リース会計Ⅲ② 

40：リース会計Ⅲ③ 

41：リース会計Ⅲ④ 

42：固定資産Ⅲ① 

43：固定資産Ⅲ② 

44：固定資産Ⅲ③ 

45：固定資産Ⅲ④ 

46：組織再編会計Ⅱ① 

47：組織再編会計Ⅱ② 

48：組織再編会計Ⅱ③ 

49：帳簿組織Ⅱ① 

50：帳簿組織Ⅱ② 

51：収益認識Ⅱ① 

52：収益認識Ⅱ② 

53：収益認識Ⅱ③ 

54：連結会計Ⅲ① 

55：連結会計Ⅲ② 



26：建設業会計Ⅰ③ 

27：建設業会計Ⅰ④ 

28：ソフトウェアⅢ① 

29：ソフトウェアⅢ② 

30：確認テスト 

56：ゴルフ会員権① 

57：ゴルフ会員権② 

58：社債Ⅱ① 

59：社債Ⅱ② 

60：確認テスト 

テキスト 

参考文献 

大原出版「簿記論」 

成績基準 
定期試験 

優…70点以上、良…50点以上、可…40点以上、不可…40点未満 

準備学習の

内 容 

次の授業項目についてテキストを読んでくること。 

また、授業後に指定した問題を解くこと。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 財務諸表論Ｂ 授業形態 講義 区 分 選必 

年  次 1 時  期 後期 担 当 松田 他 

授業回数 60 単位数 4 実務家 税理士補助 

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

複式簿記機構を前提に、その仕組みから生み出される貸借対照表や損益計算書等の作成や、そ

の背後の会計理論を理解することを目的とする。 

【概要】 

１学年後期は、財務諸表の応用項目を中心に学習する。 

到達目標 
財務諸表の作成とその背後の会計理論を理解し、基礎から応用項目の問題等を解けるレベルに

する。 

授業内容 

回 

01：組織再編会計Ⅰ（基礎項目①） 

02：組織再編会計Ⅰ（基礎項目②） 

03：組織再編会計Ⅰ（基礎項目③） 

04：組織再編会計Ⅰ（基礎項目④） 

05：分配可能額① 

06：分配可能額② 

07：分配可能額③ 

08：棚卸資産Ⅲ① 

09：棚卸資産Ⅲ② 

10：棚卸資産Ⅲ③ 

11：連結会計Ⅰ① 

12：連結会計Ⅰ② 

13：連結会計Ⅰ③ 

14：連結会計Ⅰ④ 

15：税効果会計Ⅱ① 

16：税効果会計Ⅱ② 

17：税効果会計Ⅱ③ 

18：リース会計Ⅱ① 

19：リース会計Ⅱ② 

20：リース会計Ⅱ③ 

21：資本的支出の算定① 

22：資本的支出の算定② 

23：遊休資産① 

24：遊休資産Ⅱ 

25：投資不動産① 

26：投資不動産② 

回 

31：組織再編会計Ⅱ（応用項目②） 

32：組織再編会計Ⅱ（応用項目③） 

33：組織再編会計Ⅱ（応用項目④） 

34：財務諸表規則等に基づく財務諸表① 

35：財務諸表規則等に基づく財務諸表② 

36：財務諸表規則等に基づく財務諸表③ 

37：財務諸表規則等に基づく財務諸表④ 

38：取締役の報酬等として株式を無償交付する

取引 

39：一株当たり情報に関する注記① 

40：一株当たり情報に関する注記② 

41：一株当たり情報に関する注記③ 

42：会計上の変更等の会計処理① 

43：会計上の変更等の会計処理② 

44：会計方針の変更① 

45：会計方針の変更② 

46：会計方針の変更③ 

47：表示方法の変更① 

48：表示方法の変更② 

49：表示方法の変更③ 

50：過去の誤謬の訂正① 

51：過去の誤謬の訂正② 

52：連結会計Ⅱ① 

53：連結会計Ⅱ② 

54：連結会計Ⅱ③ 

55：収益認識に関する会計基準① 



27：税効果会計Ⅲ① 

28：税効果会計Ⅲ② 

29：税効果会計Ⅲ③ 

30：組織再編会計Ⅱ（応用項目①） 

56：収益認識に関する会計基準② 

57：収益認識に関する会計基準③ 

58：会計期間 

59：計算問題解答上のポイント 

60：確認テスト 

テキスト 

参考文献 

大原出版「財務諸表論」 

成績基準 
定期試験 

優…70点以上、良…50点以上、可…40点以上、不可…40点未満 

準備学習の

内 容 

次の授業項目についてテキストを読んでくること。 

また、授業後に指定した問題を解くこと。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 法人税法Ｂ 授業形態 講義 区 分 選必 

年  次 1 時  期 後期 担 当 
名古屋大原学

園教員 

授業回数 60 単位数 4 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

法人税法の制度の趣旨や体系を理解し、納付税額の算出までの基本的な知識を習得して 

税を通じて社会に貢献できる人材を育てることを目的とする。 

【概要】 

法人税法の応用的な税務調整や特殊論点を中心に学ぶ。 

到達目標 

1． 法人税法における応用的な税務調整について理解する。 

2． グループ法人税制、組織再編税制等の特殊論点を理解する。 

 

授業内容 

回 

01：租税公課等及び納税充当金Ⅳ 

02：確定決算型① 

03：確定決算型② 

04：確定決算型③ 

05：グループ法人税制Ⅰ① 

06：グループ法人税制Ⅰ② 

07：グループ法人税制Ⅰ③ 

08：資産の評価損益① 

09：資産の評価損益② 

10：資産の評価損益③ 

11：欠損金Ⅲ① 

12：欠損金Ⅲ② 

13：欠損金Ⅲ③ 

14：グループ法人税制Ⅱ① 

15：グループ法人税制Ⅱ② 

16：グループ法人税制Ⅱ③ 

17：グループ法人税制Ⅲ① 

18：グループ法人税制Ⅲ② 

19：グループ法人税制Ⅲ③ 

20：収用等Ⅲ① 

21：収用等Ⅲ② 

22：保険料（生命保険）① 

23：保険料（生命保険）② 

24：総合問題演習 

25：確認テスト① 

回 

31：組織再編税制（合併）② 

32：組織再編税制（合併）③ 

33：組織再編税制（合併）④ 

34：組織再編税制（合併）⑤ 

35：組織再編税制（分割型分割）① 

36：組織再編税制（分割型分割）② 

37：組織再編税制（分割型分割）③ 

38：組織再編税制（分社型分割）① 

39：組織再編税制（分社型分割）② 

40：組織再編税制（分社型分割）③ 

41：組織再編税制（現物出資）① 

42：組織再編税制（現物出資）② 

43：組織再編税制（現物出資）③ 

44：みなし配当金Ⅱ① 

45：みなし配当金Ⅱ② 

46：みなし配当金Ⅱ③ 

47：帰属事業年度の特例 

48：修正申告 

49：総合問題演習① 

50：総合問題演習② 

51：受取配当等の益金不算入Ⅳ① 

52：受取配当等の益金不算入Ⅳ② 

53：寄付金の損金不算入Ⅳ① 

54：寄付金の損金不算入Ⅳ② 

55：税効果会計① 



26：確認テスト② 

27：設立事業年度① 

28：設立事業年度② 

29：組織再編税制（概要） 

30：組織再編税制（合併）① 

56：税効果会計② 

57：税効果会計③ 

58：確認テスト① 

59：確認テスト② 

60：償還差損益 

テキスト 

参考文献 

大原出版「法人税法」 

成績基準 
定期試験 

優…70点以上、良…50点以上、可…40点以上、不可…40点未満  

準備学習の

内 容 

該当するテキストのページ・問題を復習すること。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 相続税法Ｂ 授業形態 講義 区 分 選必 

年  次 1 時  期 後期 担 当 
名古屋大原学

園教員 

授業回数 60 単位数 4 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

納付税額の算出等の計算力を高めるとともに理論定着を図る。 

【概要】 

追加論点の確認をするとともに計算演習により体系の理解と計算技術を磨きます。また、理論

対策として規定ごとのテストを毎回実施していきます。 

到達目標 相続税法を理解し、定期的に実施する確認テストで９割以上の得点を目指す。 

授業内容 

回 

01：民法、納税義務者等 

02：宅地等、家屋等 

03：応用理論対策 納税義務者 

04：生命保険金等、退職手当金等 

05：宅地等、家屋等、農地、山林 

06：応用理論対策 みなし取得財産 

07：相続時精算課税適用財産等 

08：宅地等、一般動産・たな卸資産等 

09：応用理論対策 課税価格及び税額計算 

10：特別養子制度、生前贈与加算等 

11：贈与税額控除、預貯金 

12：応用理論対策 相続時精算課税 

13：総合問題演習・解説 

14：配偶者の税額軽減 

15：未成年者控除、障碍者控除 

16：措法 70の非課税 

17：取引相場のない株式 

18：応用理論対策 課税価格及び税額計算 

19：第１回確認テスト 

20：第１回確認テスト解説 

21：相次相続控除 

22：贈与税の非課税 

23：構築物、貸付金債権等、特例対象宅地等 

24：小規模宅地等の相続税課税価格計算特例 

25：使用貸借、小規模宅地等の特例 

26：取引相場のない株式 

27：応用理論対策 対象者 

回 

31：弔慰金等、利付公社債等 

32：取引相場のない株式 

33：相続財産法人に係る相続財産の分与 

34：総合問題演習・解説 

35：期限後申告・修正申告・更正の請求 

36：応用理論対策 申告 

37：住宅資金の贈与を受けた場合 

38：贈与税の非課税、相続時精算課税の特例 

39：宅地等の評価単位、間口狭小な宅地等 

40：低額譲受益等、負担付遺贈・贈与 

41：不整形地、旗竿状の宅地等 

42：特定非常災害に関する特例等 

43：第２回確認テスト 

44：第２回確認テスト解説 

45：贈与税の配偶者控除 

46：みなし個人の計算 等 

47：上場株式 権利落ち、含み 等 

48：贈与税の非課税、立木の評価 

49：取引相場のない株式 

50：私道、セットバック等の評価 

51：延納、物納、応用理論対策 

52：総合問題対策、応用理論対策 

53：市街地周辺農地、市街地農地・山林 

54：納税猶予等、応用理論対策 

55：譲渡担保、取引相場のない株式 

56：納税猶予等、応用理論対策 

57：保険金の評価、納税猶予等 



28：邦貨換算、建築中の家屋等 

29：取引相場のない株式 

30：期限内申告、納税地 

58：相続時精算課税の特例、応用理論対策 

59：第３回確認テスト 

60：第３回確認テスト解説 

テキスト 

参考文献 

大原出版「相続税法」 

成績基準 
定期試験 

優…70点以上、良…50点以上、可…40点以上、不可…40点未満 

準備学習の

内 容 

授業後に指定した問題を解くこと及び指定した理論を覚えてくること 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 消費税法Ｂ 授業形態 講義 区 分 選必 

年  次 1 時  期 後期 担 当 
名古屋大原学

園教員 

授業回数 30 単位数 4 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

消費税法の制度の趣旨や体系を理解し、納付税額の算出までの基本的な知識を習得をして 

税を通じて社会に貢献できる人材を育てることを目的とする。 

【概要】 

納税義務等について原則的な方法だけでなく、特例部分を含めて法律を学ぶ。 

到達目標 

1. 納税義務について原則及び特例の取扱いを理解する。 

2. 納付税額までの計算過程を理解する。 

3. 特殊な項目の取り扱いを理解をする。 

授業内容 

回 

01：納税義務の免除の特例(会社分割) 

02：特殊項目Ⅰ 

03：納税義務の免除の特例(新設法人) 

04：納税義務の免除の特例(特定新規設立) 

05：棚卸資産に係る仕入税額控除 

06：特殊項目Ⅱ 

07：課税標準① 

08：課税標準② 

09：課税標準③ 

10：簡易課税制度① 

11：簡易課税制度② 

12：簡易課税制度③ 

13：中間申告に係る納付税額の計算(合併)① 

14：中間申告に係る納付税額の計算(合併)② 

15：中間申告に係る納付税額の計算(合併)③ 

回 

16：問題演習等 

17：確認テスト 

18：特殊項目Ⅲ 

19：仕入税額控除の調整(居住用賃貸建物) 

20：2割特例 

21：特殊項目Ⅳ 

22：軽減税率 

23：複数税率の場合の計算 

24：仮計表Ⅱ 

25：国等に対する特例① 

26：国等に対する特例② 

27：国等に対する特例③ 

28：資産の譲渡等の時期① 

29：資産の譲渡等の時期② 

30：資産の譲渡等の時期③ 

テキスト 

参考文献 

大原出版「消費税法」 

成績基準 
定期試験 

優…70点以上、良…50点以上、可…40点以上、不可…40点未 

準備学習の

内 容 

該当するテキストのページ・問題を復習すること。 

 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 簿記論Ⅱ 授業形態 講義 区 分 必修 

年  次 2 時  期 前期 担 当 野崎 他 

授業回数 105 単位時間数  210 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

簿記初級レベルから上級レベルまでの体系や計算処理技術等の理解・習得を目的として、税理

士試験簿記論合格を目指す。 

【概要】 

簿記の基礎・応用項目を学習し、税理士試験合格向けて模擬試験等の演習をする。 

到達目標 
簿記上級レベルの計算処理技術等を理解・習得し、税理士試験簿記論合格を目指すレベルにす

る。 

授業内容 

回 

01：簿記の概要Ⅰ 

02：貸借対照表 

03：損益計算書 

04：現金預金Ⅰ 

05：債権債務Ⅰ 

06：商品売買Ⅰ 

07：固定資産Ⅰ 

08：ソフトウェアⅠ 

09：貸倒れⅠ 

10：給与等Ⅰ 

11：税金Ⅰ 

12：純資産Ⅰ 

13：株主資本等変動計算書 

14：退職給付会計Ⅰ（簡便法） 

15：社債Ⅰ 

16：有価証券Ⅰ 

17：税効果会計Ⅰ 

18：割引現在価値計算Ⅰ 

19：保険金Ⅰ 

20：減損会計Ⅰ 

21：新株予約権Ⅰ 

22：新株予約権付社債Ⅰ 

23：現金預金Ⅱ 

24：商品売買Ⅱ 

25：退職給付会計Ⅱ（原則） 

26：外貨建会計Ⅰ 

回 

56：本支店会計Ⅱ 

57：金利スワップⅠ 

58：建設業会計Ⅰ 

59：工事契約 

60：工事損失引当金 

61：ソフトウェアⅢ 

62：リース会計Ⅱ 

63：簿記の概要Ⅲ 

64：純資産Ⅱ 

65：リース会計Ⅲ 

66：固定資産Ⅲ 

67：組織再編会計Ⅱ 

68：共通支配下の取引 

69：帳簿組織Ⅱ 

70：収益認識Ⅱ 

71：連結会計Ⅲ 

72：ゴルフ会員権Ⅰ 

73：社債Ⅱ 

74：税効果会計Ⅱ 

75：会計上の変更等Ⅱ 

76：帳簿組織Ⅲ 

77：直前対策講義① 

78：直前対策講義② 

79：直前対策講義③ 

80：直前対策講義④ 

81：直前対策講義⑤ 



27：リース会計Ⅰ 

28：試用販売Ⅰ 

29：資産除去債務Ⅰ 

30：本支店会計Ⅰ 

31：圧縮記帳Ⅰ 

32：繰延資産Ⅰ 

33：委託販売 

34：受託販売 

35：新株予約権付社債Ⅱ 

36：会計上の変更等Ⅰ 

37：組織再編会計Ⅰ 

38：連結会計Ⅰ 

39：貸倒れⅡ 

40：製造業会計Ⅰ 

41：キャッシュ・フロー計算書Ⅰ 

42：有価証券Ⅱ 

43：ソフトウェアⅡ 

44：減損会計Ⅱ 

45：簿記の概要Ⅱ 

46：割賦販売Ⅰ 

47：キャッシュ・フロー計算書Ⅱ 

48：帳簿組織Ⅰ 

49：固定資産Ⅱ 

50：土地再評価差額金 

51：連結会計Ⅱ 

52：ストック・オプションⅠ 

53：公正な評価単価の変更 

54：収益認識Ⅰ 

55：売上割戻・割引 

82：直前対策講義⑥ 

83：直前対策講義⑦ 

84：直前対策講義⑧ 

85：実力判定公開模擬試験①  

86：実力判定公開模擬試験②  

87：実力判定公開模擬試験③  

88：実力判定公開模擬試験④  

89：直前予想模擬試験① 

90：直前予想模擬試験② 

91：直前予想模擬試験③ 

92：直前予想模擬試験④ 

93：プレ模擬試験① 

94：プレ模擬試験② 

95：プレ模擬試験③ 

96：プレ模擬試験④ 

97：全国統一公開模擬試験① 

98：全国統一公開模擬試験② 

99：全国統一公開模擬試験③ 

100：全国統一公開模擬試験④ 

101：直前予想模擬試験① 

102：直前予想模擬試験② 

103：直前予想模擬試験③ 

104：直前予想模擬試験④ 

105：評価試験 

 

テキスト 

参考文献 

大原出版「簿記論」 

成績基準 
評価試験 

優…70点以上、良…50点以上、可…40点以上、不可…40点未満 

準備学習の

内 容 

次の授業項目についてテキストを読んでくること。 

また、授業後に指定した問題を解くこと。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 財務諸表論Ⅱ 授業形態 講義 区 分 必修 

年  次 2 時  期 前期 担 当 松田 他 

授業回数 105 単位時間数 210 実務家 税理士補助 

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

複式簿記機構を前提に、その仕組みから生み出される貸借対照表や損益計算書等の作成や、そ

の背後の会計理論を理解することを目的として、税理士試験財務諸表論の合格を目指す。 

【概要】 

財務諸表の基礎・応用項目を学習し、税理士試験合格に向けて模擬問題等の演習をする。 

到達目標 
財務諸表の作成とその背後の会計理論を理解し、税理士試験の財務諸表論合格を目指すレベル

にする。 

授業内容 

回 

01：財務諸表作成の基礎 

02：関係会社概念 

03：現金及び預金 

04：債権債務 

05：電子記録債権・債務 

06：棚卸資産Ⅰ 

07：仕入割引処理 

08：固定資産Ⅰ（有形固定資産） 

09：固定資産Ⅱ（無形固定資産） 

10：固定資産Ⅲ（ソフトウェア） 

11：貸倒れⅠ 

12：給与等 

13：退職給付会計Ⅰ 

14：その他の引当金 

15：税金Ⅰ 

16：税効果会計Ⅰ（基本項目） 

17：将来減産一時差異 

18：有価証券Ⅰ 

19：認識基準 

20：社債 

21：有価証券Ⅱ（その他有価証券） 

22：株主資本Ⅰ（基本項目） 

23：自己株式（取得） 

24：株主資本Ⅱ（応用項目Ⅱ） 

25：自己株式 

26：株主資本変動計算書 

回 

56：期末仕掛品の評価 

57：研究開発費 

58：外貨建取引Ⅲ（外貨建有価証券） 

59：ストック・オプション 

60：キャッシュ・フロー計算書 

61：株主資本Ⅲ（応用項目Ⅱ） 

62：申込証拠金 

63：組織再編会計Ⅰ（基本項目） 

64：企業結合 

65：事業分離 

66：分配可能額 

67：棚卸資産Ⅲ（売価還元法） 

68：連結会計Ⅰ 

69：支配獲得日の連結手続 

70：支配獲得後の連結手続 

71：税効果会計Ⅱ 

72：繰延税金資産の回収可能性 

73：固定資産Ⅷ（リース会計Ⅱ） 

74：固定資産Ⅸ 

75：遊休資産 

76：投資不動産 

77：直前対策講義① 

78：直前対策講義② 

79：直前対策講義③ 

80：直前対策講義④ 

81：直前対策講義⑤ 



27：現在価値計算 

28：固定資産Ⅳ（資産除去債務） 

29：固定資産Ⅴ（減損会計） 

30：貸倒れ（キャッシュ・フロー見積法） 

31：貸借対照表表示のまとめ 

32：損益計算書表示のまとめ 

33：個別注記表のまとめ 

34：外貨建取引Ⅰ 

35：外貨建取引Ⅱ（為替予約） 

36：ヘッジ会計 

37：固定資産（圧縮記帳） 

38：直接減額方式 

39：積立金方式 

40：繰延資産 

41：税金Ⅱ（消費税等） 

42：棚卸資産Ⅱ 

43：売上・仕入の計上基準 

44：退職給付会計Ⅱ 

45：固定資産Ⅶ（リース会計Ⅰ） 

46：ファイナンス・リース取引 

47：オペレーティング・リース取引 

48：金融商品応用項目Ⅰ 

49：ゴルフ会員権 

50：金利スワップ 

51：会計上の見積の変更Ⅰ（見積りの変更） 

52：会計上の見積の変更Ⅰ（減価償却方法の変

更 

53：新株予約権 

54：新株予約権付社債 

55：製造業会計 

82：直前対策講義⑥ 

83：直前対策講義⑦ 

84：直前対策講義⑧ 

85：実力判定公開模擬試験①  

86：実力判定公開模擬試験②  

87：実力判定公開模擬試験③  

88：実力判定公開模擬試験④  

89：直前予想模擬試験① 

90：直前予想模擬試験② 

91：直前予想模擬試験③ 

92：直前予想模擬試験④ 

93：プレ模擬試験① 

94：プレ模擬試験② 

95：プレ模擬試験③ 

96：プレ模擬試験④ 

97：全国統一公開模擬試験① 

98：全国統一公開模擬試験② 

99：全国統一公開模擬試験③ 

100：全国統一公開模擬試験④ 

101：直前予想模擬試験① 

102：直前予想模擬試験② 

103：直前予想模擬試験③ 

104：直前予想模擬試験④ 

105：評価試験 

 

テキスト 

参考文献 

大原出版「財務諸表論」 

成績基準 
評価試験 

優…70点以上、良…50点以上、可…40点以上、不可…40点未満 

準備学習の

内 容 

次の授業項目についてテキストを読んでくること。 

また、授業後に指定した問題を解くこと。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 簿記論Ａ 授業形態 講義 区 分 選択 

年  次 2 時  期 後期 担 当 
名古屋大原学

園教員 

授業回数 90 単位時間数 180 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

簿記会計の計算処理技術の理解・習得を目的する。 

複式簿記の基礎から株式会社の簿記処理のうち初級から中級レベルの簿記処理の体系等を理解

する。 

【概要】 

2学年後期は、簿記の基礎項目を中心に学習をする。 

到達目標 簿記会計の計算処理技術を理解・習得し、基礎的な問題等を解答できるレベルにする。 

授業内容 

回 

01：ガイダンス 

02：簿記の目的 

03：貸借対照表 

04：損益計算書 

05：決算 

06：開始手続 

07：主要簿・補助簿 

08：現金の範囲 

09：当座預金 

10：債権債務 

11：手形 

12：仕入割引 

13：電子記録債権 

14：電子記録債務 

15：クレジット売掛金 

16：商品売買 

17：商品有高帳 

18：三分法 

19：分記法 

20：総記法 

21：有形固定資産 

22：減価償却 

23：除却・売却・買替 

24：ソフトウェア 

25：自社利用目的のソフトウェア 

26：貸倒損失 

回 

46：税効果会計 

47：将来減産一時差異 

48：割引現在価値計算 

49：保険金の取扱い 

50：減損会計（概要） 

51：減損の兆候・認識の判定及び測定 

52：新株予約権 

53：新株予約権付社債 

54：小口現金 

55：売価還元法 

56：退職給付会計（原則） 

57：外貨建項目の基本的換算 

58：外貨建有価証券の処理 

59：為替予約 

60：ヘッジ会計 

61：リース取引 

62：オペレーティング・リース取引 

63：ファイナンス・リース取引 

64：試用販売 

65：資産除去債務 

66：本支店会計 

67：未達取引 

68：合併財務諸表の作成 

69：支店間取引 

70：国庫補助金 

71：圧縮記帳 



27：貸倒引当金 

28：償却債権の回収 

29：給与等 

30：賞与 

31：税金 

32：純資産（概要） 

33：資本金・資本剰余金 

34：利益剰余金 

35：自己株式 

36：株主資本等変動計算書 

37：退職給付会計（簡便法） 

38：社債 

39：償却原価法 

40：買入償還 

41：有価証券（概要） 

42：売買目的有価証券 

43：子会社株式及び関連会社株式 

44：満期保有目的の債券 

45：その他有価証券 

72：積立金方式 

73：繰延資産 

74：委託版売 

75：受託販売 

76：外貨建転換社債型新株予約権付社債 

77：会計上の変更等 

78：会計上の見積の変更 

79：減価償却方法の変更 

80：組織再編会計 

81：連結会計 

82：支配獲得日の連結手続 

83：支配獲得後の連結手続 

84：貸倒れ（キャッシュ・フロー見積法） 

85：製造業会計 

86：キャッシュ・フロー計算書 

87：有価証券（保有目的区分の変更） 

88：市場販売目的のソフトウェア 

89：減損会計（のれん） 

90：評価試験 

テキスト 

参考文献 

大原出版「簿記論」 

成績基準 
評価試験 

優…70点以上、良…50点以上、可…40点以上、不可…40点未満 

準備学習の

内 容 

次の授業項目についてテキストを読んでくること。 

また、授業後に指定した問題を解くこと。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 財務諸表論Ａ 授業形態 講義 区 分 選択 

年  次 2 時  期 後期 担 当 
名古屋大原学

園教員 

授業回数 90 単位時間数 180 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

複式簿記機構を前提に、その仕組みから生み出される貸借対照表や損益計算書等の作成や、そ

の背後の会計理論を理解することを目的とする。 

【概要】 

2学年後期は、財務諸表論の基礎項目を中心に学習する。 

到達目標 財務諸表の作成とその背後の会計理論を理解し、基礎的な問題等を解答できるレベルにする。 

授業内容 

回 

01：ガイダンス 

02：財務諸表作成の基礎（貸借対照表） 

03：財務諸表作成の基礎（損益計算書） 

04：財務諸表作成の基礎（個別注記表） 

05：関係会社概念 

06：現金 

07：当座預金 

08：債権債務 

09：手形の譲渡 

10：電子記録債権 

11：電子記録債務 

12：棚卸資産（概要） 

13：売上原価の内訳表示 

14：評価損等の表示 

15：貯蔵品 

16：返品・値引・割戻 

17：仕入割引 

18：固定資産（概要） 

19：減価償却 

20：期中取引 

21：収益的支出と資本的支出 

22：災害発生時の取扱い 

23：無形固定資産 

24：ソフトウェア 

25：貸倒損失 

26：貸倒引当金 

27：償却債権の回収 

回 

46：自己株式 

47：剰余金の配当 

48：株主資本等変動計算書 

49：割引現在価値 

50：資産除去債務 

51：減損会計（概要） 

52：減損の兆候・認識の判定及び測定 

53：キャッシュ・フロー見積法 

54：貸借対照表の表示のまとめ 

55：損益計算書の表示のまとめ 

56：個別注記表のまとめ 

57：外貨建取引（基本的換算） 

58：為替予約 

59：ヘッジ会計 

60：国庫補助金 

61：圧縮記帳 

62：直接減額方式 

63：積立金方式 

64：繰延資産 

65：消費税等 

66：仕入・売上の計上基準 

67：他勘定振替による表示 

68：退職給付会計（簡便法） 

69：退職給付会計（原則法） 

70：リース取引 

71：ファイナンス・リース取引 

72：オペレーティング・リース取引 



28：破産更生債権等・貸倒懸念債権 

29：給料・報酬・賞与 

30：源泉所得税・社会保険料 

31：退職給付 

32：その他の引当金 

33：法人税等 

34：租税公課 

35：税効果会計（概要） 

36：将来減産一時差異 

37：税効果会計に関する注記 

38：有価証券（概要） 

39：保有目的による区分 

40：認識基準 

41：社債 

42：その他有価証券 

43：株主資本（概要） 

44：資本金・資本剰余金 

45：利益剰余金 

73：証券投資信託 

74：ゴルフ会員権 

75：金利スワップ 

76：会計上の変更等 

77：会計上の見積の変更 

78：会計方針の変更 

79：新株予約権 

80：新株予約権付社債 

81：製造業会計 

82：研究開発費 

83：外貨建有価証券 

84：ストック・オプション 

85：キャッシュ・フロー計算書 

86：営業活動によるキャッシュ・フロー 

87：投資活動・財務活動によるキャッシュ・フ

ロー 

88：申込証拠金 

89：新株と自己株式の同時交付 

90：評価試験 

テキスト 

参考文献 

大原出版「財務諸表論」 

成績基準 
評価試験 

優…70点以上、良…50点以上、可…40点以上、不可…40点未満 

準備学習の

内 容 

次の授業項目についてテキストを読んでくること。 

また、授業後に指定した問題を解くこと。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 法人税法Ａ 授業形態 講義 区 分 選択 

年  次 2 時  期 後期 担 当 
名古屋大原学

園教員 

授業回数 90 単位時間数 180 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

法人税法の制度の趣旨や体系を理解し、納付税額の算出までの基本的な知識を習得して 

税を通じて社会に貢献できる人材を育てることを目的とする。 

【概要】 

法人税法の基礎的な税務調整を中心に学ぶ。 

到達目標 

10. 法人税法における基本的な計算体系を理解する。 

11. 別表四、別表一の作成について理解する。 

12. 別表五(一)、五(二)の作成について理解する。 

授業内容 

回 

01：納税義務者 

02：課税所得の範囲 

03：会社計算と税務計算の調整 

04：交際費等の損金不算入Ⅰ 

05：減価償却Ⅰ① 

06：減価償却Ⅰ② 

07：減価償却Ⅱ(期首簿価) 

08：減価償却Ⅱ(認容) 

09：受取配当等の益金不算入Ⅰ 

10：寄附金の損金不算入Ⅰ① 

11：寄附金の損金不算入Ⅰ② 

12：有価証券Ⅰ 

13：租税公課及び納税充当金Ⅰ 

14：租税公課及び納税充当金Ⅱ 

15：別表四の作成 

16：減価償却Ⅲ(付随、中古、通算) 

17：減価償却Ⅲ(譲渡、除却) 

18：減価償却Ⅲ(無形) 

19：確認テスト 

20：法人税額の計算の基礎 

21：使途秘匿金 

22：貸倒損失等① 

23：貸倒損失等② 

24：貸倒損失等③ 

25：貸倒引当金Ⅰ(概要) 

回 

46：国庫補助金等(圧縮記帳) 

47：国庫補助金等(特別勘定) 

48：別表五(一)Ⅰの作成 

49：圧縮記帳の概要Ⅰ 

50：収用等Ⅱ 

51：欠損金Ⅱ 

52：役員判定・役員給与Ⅰ(同族の判定) 

53：役員判定・役員給与Ⅰ(役員の判定) 

54：役員判定・役員給与Ⅰ(兼務役員の判定) 

55：役員判定・役員給与Ⅱ① 

56：役員判定・役員給与Ⅱ② 

57：使用人給与Ⅰ 

58：特定資産の買換え(圧縮記帳) 

59：特定資産の買換え(特別勘定) 

60：交際費等の損金不算入Ⅲ 

61：交際費等の損金不算入Ⅵ 

62：減価償却Ⅵ① 

63：減価償却Ⅵ② 

64：減価償却Ⅶ 

65：保健差益(圧縮記帳) 

66：保健差益(特別勘定) 

67：確認テスト 

68：圧縮記帳の概要Ⅱ 

69：別表五(一)Ⅱの作成 

70：外国税額控除 



26：貸倒引当金Ⅰ(個別評価) 

27：貸倒引当金Ⅰ(一括評価) 

28：減価償却Ⅳ(資本的支出) 

29：減価償却Ⅳ(修繕費) 

30：欠損金Ⅰ(繰越控除) 

31：収用等Ⅰ(収用等の特別控除) 

32：貸倒引当金Ⅱ(一括評価金銭債権) 

33：貸倒引当金Ⅱ(個別と一括評価の関係) 

34：減価償却Ⅴ(少額、譲渡・除却) 

35：減価償却Ⅴ(特別償却・特別控除) 

36：受取配当等の益金不算入Ⅱ 

37：有価証券Ⅱ 

38：交際費・寄付金の損金不算入Ⅱ(帰属) 

39：租税公課及び納税充当金Ⅱ(帰属) 

40：外貨建取引 

41：有価証券Ⅲ 

42：所得税額控除 

43：確認テスト 

44：租税公課及び納税充当金Ⅲ(過大引当) 

45：租税公課及び納税充当金Ⅲ(引当不足等) 

71：外国子会社配当等の益金不算入 

72：外国税額控除と外国子会社配当等の関係 

73：みなし配当金Ⅰ(概要) 

74：みなし配当金Ⅰ(自己株式) 

75：圧縮記帳の概要Ⅲ 

76：資本等取引Ⅰ 

77：資本等取引Ⅱ 

78：役員判定・役員給与Ⅲ 

79：交換差益 

80：役員判定・役員給与Ⅳ 

81：使用人給与Ⅱ 

82：別表五(二)の作成 

83：リース取引 

84：資本等取引Ⅲ 

85：繰延資産① 

86：繰延資産② 

87：繰延資産③ 

88：確認テスト 

89：寄付金の損金不算入Ⅲ 

90：減価償却Ⅷ 

テキスト 

参考文献 

大原出版「法人税法」 

成績基準 
評価試験 

優…70点以上、良…50点以上、可…40点以上、不可…40点未満  

準備学習の

内 容 

該当するテキストのページ・問題を復習すること。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 相続税法Ａ 授業形態 講義 区 分 選択 

年  次 2 時  期 後期 担 当 
名古屋大原学

園教員 

授業回数 90 単位時間数 180 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

相続税法の体系を理解し、相続税と民法、相続人、代襲相続の取扱いから納付税額の算出等ま

での計算と理論の基本をマスターする。 

【概要】 

納付税額算定までの各項目の規定を確認するとともに計算演習により体系の理解と計算技術を

磨きます。また、理論対策として規定ごとのテストを毎回実施していきます。 

到達目標 相続税法を理解し、定期的に実施する確認テストで９割以上の得点を目指す。 

授業内容 

回 

01：相続税法の概要、相続税と民法 

02：相続人、代襲相続、養子の取り扱い 

03：承認と放棄、相続分 

04：相続分 

05：遺言による取得、相続税額の計算方法 

06：納税義務者、非課税財産、生命保険金等 

07：生命保険金等の非課税金額 

08：退職手当金等、退職手当金等の非課税金額 

09：贈与税の概要、贈与税の納税義務者 

10：相続時精算課税の贈与税額の計算 

11：債務控除 

12：弔慰金等 

13：生前贈与加算 

14：相続時精算課税適用財産 

15：相続税の総額等、相続税の期限内申告 

16：相続税額の加算 

17：贈与税額控除（暦年） 

18：配偶者の税額軽減 

19：未成年者控除 

20：障碍者控除 

21：確認テスト①及び解説 

22：特定納税義務者、債務控除 

23：生前贈与加算（精算） 

24：財産評価総則、宅地・家屋・権利 

25：特別養子制度、法定相続人の数 

26：生命保険契約に関する権利、本来の財産 

回 

46：宅地等、家屋等 

47：小規模宅地等の特例 

48：物納の要件等 

49：取引相場のない株式 

50：類似業種比準価額 

51：物納申請の許可又は却下等 

52：取引相場のない株式 

53：純資産価額、株主判定 

54：農地等の贈与税の納税猶予及び免除 

55：比準要素の算定、配当還元価価額 

56：建築中の家屋、利付社債 

57：農地等の相続税の納税猶予及び免除 

58：不整形地、地積規模の大きな宅地 

59：類似業種の選択方法 

60：非上場株式等の贈与税の納税猶予等 

61：がけ地等を有する宅地 

62：純資産価額計算上の資産及び負債算定等 

63：非上場株式等の贈与税の納税猶予等 

64：旗竿状の宅地等、容積率の異なる宅地等 

65：都市計画道路予定地の区域内の宅地等 

66：未分割遺産に対する相続税の取り扱い等 

67：確認テスト③ 

68：確認テスト③解説 

69：自然人以外のものが納税義務を負う場合等 

70：私道の用に供されている宅地等 

71：上場株式の評価の特例 



27：宅地等、贈与税の納税義務者 

28：宅地等、家屋等、動産、たな卸資産等 

29：未分割遺産の相続税の取り扱い 

30：期限後申告、修正申告 

31：上場株式 

32：預貯金等 

33：相続税法の納税地、還付申告等 

34：小規模宅地等の特例 

35：小規模宅地等の特例 

36：小規模宅地等の特例 

37：小規模宅地等の特例 

38：構築物、預貯金等 

39：更正の請求 

40：宅地等、家屋等 

41：小規模宅地等の特例 

42：特例対象宅地等の用語の意義等 

43：確認テスト② 

44：確認テスト②解説 

45：延納 

72：相続税の債務控除等 

73：宅地等の評価単位、農地、立木等 

74：上場株式の評価の特例 

75：連帯納付、相続税法に定める財産評価 

76：低額受贈益等、負担付遺贈・贈与 

77：類似業種比準価額の修正等 

78：信託に関する権利 

79：贈与税の非課税財産 みなし個人の計算 

80：マンション、市街地農地等 

81：特定の一般社団法人等 

82：相続時精算課税の特例等 

83：証券投資信託受益証券等 

84：修正申告等 

85：措法 70の非課税 

86：確認テスト④ 

87：確認テスト④解説 

88：生前贈与加算、贈与税の配偶者控除 

89：保険金の評価 

90：相続時精算課税の相続税納付義務の承継 

テキスト 

参考文献 

大原出版「相続税法」 

成績基準 
定期試験 

優…70点以上、良…50点以上、可…40点以上、不可…40点未満 

準備学習の

内 容 

授業後に指定した問題を解くこと及び指定した理論を覚えてくること 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 消費税法Ａ 授業形態 講義 区 分 選択 

年  次 2 時  期 後期 担 当 
名古屋大原学

園教員 

授業回数 45 単位時間数 90 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

消費税法の制度の趣旨や体系を理解し、納付税額の算出までの基本的な知識を習得して税を通

じて社会に貢献できる人材を育てることを目的とする。 

【概要】 

売上や仕入れを適切に区分するための法律を学ぶ。 

到達目標 

13． 消費税法の基本的な計算体系を理解する。 

14． 課税対象となる 4つの要件を理解する。 

15． 仕入税額控除の項目を理解する。 

16． 納付税額までの計算を一通り理解する 

授業内容 

回 

01：税法の仕組みと条文の構成 

02：消費税法の概要 

03：課税の対象① 

04：課税の対象② 

05：課税の対象③ 

06：課税の対象④ 

07：非課税① 

08：非課税② 

09：非課税③ 

10：輸出免税等 

11：資産の譲渡等の時期 

12：控除対象仕入税額Ⅰ 

13：売上げに係る対価の返還等 

14：貸倒れが生じた場合 

15：課税仕入れの範囲 

16：課税仕入れ等の時期 

17：課税売上割合Ⅰ 

18：課税期間における課税売上高 

19：控除対象仕入税額Ⅱ 

20：確認テスト 

21：課税売上割合に準ずる割合 

22：仕入れに係る対価の返還等① 

23：仕入れに係る対価の返還等② 

24：納税義務の免除 

回 

26：課税売上割合Ⅱ② 

27：中間申告に係る納付税額の計算 

28：国境を越えた役務の提供① 

29：国境を越えた役務の提供② 

30：仮計表Ⅰ① 

31：課税仕入れ等の分類① 

32：課税仕入れ等の分類② 

33：課税仕入れ等の分類③ 

34：非課税資産の輸出等を行った場合 

35：仕入税額控除の特例 

36：仮計表Ⅰ② 

37：調整対象固定資産に係る仕入税額控除① 

38：調整対象固定資産に係る仕入税額控除② 

39：調整対象固定資産に係る仕入税額控除③ 

40：納税義務の免除の特例(特定期間の売上) 

41：納税義務の免除の特例(相続) 

42：納税義務の免除の特例(合併) 

43：問題演習等① 

44：問題演習等② 

45：確認テスト 



25：課税売上割合Ⅱ① 

テキスト 

参考文献 

大原出版「消費税法」 

成績基準 
評価試験 

優…70点以上、良…50点以上、可…40点以上、不可…40点未 

準備学習の

内 容 

該当するテキストのページ・問題を復習すること。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 簿記論Ｂ 授業形態 講義 区 分 選択 

年  次 2 時  期 後期 担 当 
名古屋大原学

園教員 

授業回数 45 単位時間数 90 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

簿記会計の計算処理技術の習得・理解を目的する。 

複式簿記の基礎から株式会社の簿記処理のうち初級から上級レベルの簿記処理の体系等を理解

する。 

【概要】 

2学年後期、簿記の応用項目を中心に学習する。 

到達目標 
簿記初級から上級の計算処理技術を習得・理解し、基礎から応用項目の問題等を解けるレベル

にする。 

授業内容 

回 

01：簿記の概要Ⅱ① 

02：簿記の概要Ⅱ② 

03：割賦販売Ⅰ① 

04：割賦販売Ⅰ② 

05：キャッシュ・フロー計算書Ⅱ 

06：帳簿組織Ⅰ 

07：固定資産Ⅱ① 

08：固定資産Ⅱ② 

09：連結会計Ⅱ 

10：収益認識Ⅰ① 

11：収益認識Ⅰ② 

12：収益認識Ⅰ③ 

13：収益認識Ⅰ④ 

14：本支店会計Ⅱ 

15：金利スワップⅠ 

16：建設業会計Ⅰ① 

17：建設業会計Ⅰ② 

18：建設業会計Ⅰ③ 

19：建設業会計Ⅰ④ 

20：ソフトウェアⅢ 

21：リース会計Ⅲ 

22：簿記の概要Ⅲ① 

23：簿記の概要Ⅲ② 

24：純資産Ⅱ① 

25：純資産Ⅱ② 

回 

26：リース会計Ⅲ① 

27：リース会計Ⅲ② 

28：リース会計Ⅲ③ 

29：固定資産Ⅲ① 

30：固定資産Ⅲ② 

31：固定資産Ⅲ③ 

32：組織再編会計Ⅱ① 

33：組織再編会計Ⅱ② 

34：帳簿組織Ⅱ① 

35：帳簿組織Ⅱ② 

36：収益認識Ⅱ① 

37：収益認識Ⅱ② 

38：収益認識Ⅱ③ 

39：連結会計Ⅲ① 

40：連結会計Ⅲ② 

41：ゴルフ会員権① 

42：ゴルフ会員権② 

43：社債Ⅱ① 

44：社債Ⅱ② 

45：評価試験 



 

テキスト 

参考文献 

大原出版「簿記論」 

成績基準 
評価試験 

優…70点以上、良…50点以上、可…40点以上、不可…40点未満 

準備学習の

内 容 

次の授業項目についてテキストを読んでくること。 

また、授業後に指定した問題を解くこと。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 財務諸表論Ｂ 授業形態 講義 区 分 選択 

年  次 2 時  期 後期 担 当 
名古屋大原学

園教員 

授業回数 45 単位時間数 90 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

複式簿記機構を前提に、その仕組みから生み出される貸借対照表や損益計算書等の作成や、そ

の背後の会計理論を理解することを目的とする。 

【概要】 

2学年後期は、財務諸表の応用項目を中心に学習する。 

到達目標 
財務諸表の作成とその背後の会計理論を理解し、基礎から応用項目の問題等を解けるレベルに

する。 

授業内容 

回 

01：組織再編会計Ⅰ（基礎項目①） 

02：組織再編会計Ⅰ（基礎項目②） 

03：組織再編会計Ⅰ（基礎項目③） 

04：組織再編会計Ⅰ（基礎項目④） 

05：分配可能額① 

06：分配可能額② 

07：棚卸資産Ⅲ① 

08：棚卸資産Ⅲ② 

09：連結会計Ⅰ① 

10：連結会計Ⅰ② 

11：連結会計Ⅰ③ 

12：連結会計Ⅰ④ 

13：税効果会計Ⅱ① 

14：税効果会計Ⅱ② 

15：リース会計Ⅱ① 

16：リース会計Ⅱ② 

17：資本的支出の算定 

18：遊休資産 

19：投資不動産 

20：税効果会計Ⅲ① 

21：税効果会計Ⅲ② 

22：組織再編会計Ⅱ（応用項目①） 

23：組織再編会計Ⅱ（応用項目②） 

24：組織再編会計Ⅱ（応用項目③） 

25：財務諸表規則等に基づく財務諸表① 

 

回 

26：財務諸表規則等に基づく財務諸表② 

27：財務諸表規則等に基づく財務諸表③ 

28：財務諸表規則等に基づく財務諸表④ 

29：取締役の報酬等として株式を無償交付する

取引 

30：一株当たり情報に関する注記① 

31：一株当たり情報に関する注記② 

32：会計上の変更等の会計処理 

33：会計方針の変更① 

34：会計方針の変更② 

35：表示方法の変更① 

36：表示方法の変更② 

37：過去の誤謬の訂正 

38：連結会計Ⅱ① 

39：連結会計Ⅱ② 

40：収益認識に関する会計基準① 

41：収益認識に関する会計基準② 

42：収益認識に関する会計基準③ 

43：会計期間 

44：計算問題解答上のポイント 

45：評価試験 



テキスト 

参考文献 

大原出版「財務諸表論」 

成績基準 
評価試験 

優…70点以上、良…50点以上、可…40点以上、不可…40点未満 

準備学習の

内 容 

次の授業項目についてテキストを読んでくること。 

また、授業後に指定した問題を解くこと。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 法人税法Ｂ 授業形態 講義 区 分 選択 

年  次 2 時  期 後期 担 当 
名古屋大原学

園教員 

授業回数 45 単位時間数 90 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

法人税法の制度の趣旨や体系を理解し、納付税額の算出までの基本的な知識を習得して 

税を通じて社会に貢献できる人材を育てることを目的とする。 

【概要】 

法人税法の応用的な税務調整や特殊論点を中心に学ぶ。 

到達目標 

3． 法人税法における応用的な税務調整について理解する。 

4． グループ法人税制、組織再編税制等の特殊論点を理解する。 

 

授業内容 

回 

01：租税公課等及び納税充当金Ⅳ 

02：確定決算型① 

03：確定決算型② 

04：グループ法人税制Ⅰ① 

05：グループ法人税制Ⅰ② 

06：グループ法人税制Ⅰ③ 

07：資産の評価損益① 

08：資産の評価損益② 

09：欠損金Ⅲ 

10：グループ法人税制Ⅱ① 

11：グループ法人税制Ⅱ② 

12：グループ法人税制Ⅱ③ 

13：グループ法人税制Ⅲ① 

14：グループ法人税制Ⅲ② 

15：グループ法人税制Ⅲ③ 

16：収用等Ⅲ 

17：保険料(生命保険) 

18：総合問題演習 

19：確認テスト① 

20：確認テスト② 

21：設立事業年度 

22：組織再編税制(概要) 

23：組織再編税制(合併)① 

24：組織再編税制(合併)② 

25：組織再編税制(合併)③ 

回 

26：組織再編税制(合併)④ 

27：組織再編税制(合併)⑤ 

28：組織再編税制(分割型分割) 

29：組織再編税制(分社型分割) 

30：組織再編税制(現物出資) 

31：みなし配当金Ⅱ① 

32：みなし配当金Ⅱ② 

33：帰属事業年度の特例 

34：修正申告 

35：総合問題演習① 

36：総合問題演習② 

37：受取配当等の益金不算入Ⅳ① 

38：受取配当等の益金不算入Ⅳ② 

39：寄付金の損金不算入Ⅳ 

40：税効果会計① 

41：税効果会計② 

42：税効果会計③ 

43：確認テスト① 

44：確認テスト② 

45：償還差損益 



テキスト 

参考文献 

大原出版「法人税法」 

成績基準 
評価試験 優…70点以上、良…50点以上、可…40点以上、不可…40点未満 

  

準備学習の

内 容 

該当するテキストのページ・問題を復習すること。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 相続税法Ｂ 授業形態 講義 区 分 選択 

年  次 2 時  期 後期 担 当 
名古屋大原学

園教員 

授業回数 45 単位時間数 90 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

納付税額の算出等の計算力を高めるとともに理論定着を図る。 

【概要】 

追加論点の確認をするとともに計算演習により体系の理解と計算技術を磨きます。また、理論

対策として規定ごとのテストを毎回実施していきます。 

到達目標 相続税法を理解し、定期的に実施する確認テストで９割以上の得点を目指す。 

授業内容 

回 

01：民法、納税義務者等 

02：宅地等、家屋等 

03：応用理論対策 納税義務者 

04：生命保険金等、退職手当金等 

05：宅地等、家屋等、農地、山林 

06：応用理論対策 みなし取得財産 

07：相続時精算課税適用財産等 

08：宅地等、一般動産・たな卸資産等 

09：応用理論対策 課税価格及び税額計算 

10：特別養子制度、生前贈与加算等 

11：贈与税額控除、預貯金 

12：応用理論対策 相続時精算課税 

13：総合問題演習・解説 

14：配偶者の税額軽減 

15：未成年者控除、障碍者控除 

16：措法 70の非課税 

17：取引相場のない株式 

18：応用理論対策 課税価格及び税額計算 

19：第１回確認テスト 

20：第１回確認テスト解説 

21：相次相続控除 

22：贈与税の非課税 

23：構築物、貸付金債権等、特例対象宅地等 

24：小規模宅地等の相続税課税価格計算特例 

25：使用貸借、小規模宅地等の特例 

回 

26：取引相場のない株式 

27：応用理論対策 対象者 

28：邦貨換算、建築中の家屋等 

29：取引相場のない株式 

30：期限内申告、納税地 

31：弔慰金等、利付公社債等 

32：取引相場のない株式 

33：相続財産法人に係る相続財産の分与 

34：総合問題演習・解説 

35：期限後申告・修正申告・更正の請求 

36：応用理論対策 申告 

37：住宅資金の贈与を受けた場合 

38：贈与税の非課税、相続時精算課税の特例 

39：宅地等の評価単位、間口狭小な宅地等 

40：低額譲受益等、負担付遺贈・贈与 

41：不整形地、旗竿状の宅地等 

42：特定非常災害に関する特例等 

43：第２回確認テスト 

44：第２回確認テスト解説 

45：贈与税の配偶者控除 

テキスト 

参考文献 

大原出版「相続税法」 



成績基準 
定期試験 

優…70点以上、良…50点以上、可…40点以上、不可…40点未満 

準備学習の

内 容 

授業後に指定した問題を解くこと及び指定した理論を覚えてくること 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 消費税法Ｂ 授業形態 講義 区 分 選択 

年  次 2 時  期 後期 担 当 
名古屋大原学

園教員 

授業回数 30 単位時間数 60 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

消費税法の制度の趣旨や体系を理解し、納付税額の算出までの基本的な知識を習得をして 

税を通じて社会に貢献できる人材を育てることを目的とする。 

【概要】 

納税義務等について原則的な方法だけでなく、特例部分を含めて法律を学ぶ。 

到達目標 

4. 納税義務について原則及び特例の取扱いを理解する。 

5. 納付税額までの計算過程を理解する。 

6. 特殊な項目の取り扱いを理解する。 

授業内容 

回 

01：納税義務の免除の特例(会社分割) 

02：特殊項目Ⅰ 

03：納税義務の免除の特例(新設法人) 

04：納税義務の免除の特例(特定新規設立) 

05：棚卸資産に係る仕入税額控除 

06：特殊項目Ⅱ 

07：課税標準① 

08：課税標準② 

09：課税標準③ 

10：簡易課税制度① 

11：簡易課税制度② 

12：簡易課税制度③ 

13：中間申告に係る納付税額の計算(合併)① 

14：中間申告に係る納付税額の計算(合併)② 

15：中間申告に係る納付税額の計算(合併)③ 

回 

16：問題演習等 

17：確認テスト 

18：特殊項目Ⅲ 

19：仕入税額控除の調整(居住用賃貸建物) 

20：2割特例 

21：特殊項目Ⅳ 

22：軽減税率 

23：複数税率の場合の計算 

24：仮計表Ⅱ 

25：国等に対する特例① 

26：国等に対する特例② 

27：国等に対する特例③ 

28：資産の譲渡等の時期① 

29：資産の譲渡等の時期② 

30：資産の譲渡等の時期③ 

テキスト 

参考文献 

大原出版「消費税法」 

成績基準 
評価試験 

優…70点以上、良…50点以上、可…40点以上、不可…40点未 

準備学習の

内 容 

該当するテキストのページ・問題を復習すること。 

 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 財務会計論Ⅰ 授業形態 演習 区 分 選択 

年  次 2 時  期 後期 担 当 
名古屋大原学

園教員 

授業回数 45 単位時間数 90 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

簿記における中、上級レベルの計算処理技術の理解に基づき演習及び解説により公認会計士短

答式財務会計論受験のための答案作成能力を磨きます。 

【概要】 

演習問題によるアウトプット練習後、解説により知識を確実なものとして合格を期します。 

到達目標 正確な計算処理技術の習得とその背景にある理論的な側面を習得すること。 

授業内容 

回 

01：ステップアップ演習Ⅰ① 

02：ステップアップ演習Ⅰ①解説 

03：ステップアップ演習Ⅰ② 

04：ステップアップ演習Ⅰ②解説 

05：ステップアップ演習Ⅰ③ 

06：ステップアップ演習Ⅰ③解説 

07：ステップアップ演習Ⅰ④ 

08：ステップアップ演習Ⅰ④解説 

09：ステップアップ演習Ⅰ⑤ 

10：ステップアップ演習Ⅰ⑤解説 

11：ステップアップ演習Ⅰ⑥ 

12：ステップアップ演習Ⅰ⑥解説 

13：ステップアップ演習Ⅰ⑦ 

14：ステップアップ演習Ⅰ⑦解説 

15：ステップアップ演習Ⅰ⑧ 

16：ステップアップ演習Ⅰ⑧解説 

17：ステップアップ演習Ⅰ⑨ 

18：ステップアップ演習Ⅰ⑨解説 

19：ステップアップ演習Ⅰ⑩ 

20：ステップアップ演習Ⅰ⑩解説 

21：ステップアップ演習Ⅰ⑪ 

22：ステップアップ演習Ⅰ⑪解説 

23：ステップアップ演習Ⅰ⑫ 

24：ステップアップ演習Ⅰ⑫解説 

25：ステップアップ演習Ⅰ⑬ 

回 

26：ステップアップ演習Ⅰ⑬解説 

27：ステップアップ演習Ⅰ⑭ 

28：ステップアップ演習Ⅰ⑭解説 

29：ステップアップ演習Ⅰ⑮ 

30：ステップアップ演習Ⅰ⑮解説 

31：ステップアップ演習Ⅰ⑯ 

32：ステップアップ演習Ⅰ⑯解説 

33：短答実力養成答練①及び解説 

34：短答実力養成答練②及び解説 

35：短答実力養成答練③及び解説 

36：短答実力養成答練④及び解説 

37：短答実力養成答練⑤及び解説 

38：短答実力養成答練⑥及び解説 

39：短答直対演習① 

40：短答直対演習①解説 

41：短答直対演習② 

42：短答直対演習②解説 

43：短答直対演習③ 

44：短答直対演習③解説 

45：総復習 

テキスト 

参考文献 

財務会計論Ⅰ～Ⅴテキスト 



成績基準 
演習答練等 

優…平均 70点以上、良…平均 50点以上、可…平均 40点以上、不可…平均 40点未満 

準備学習の

内 容 

テキストの例題の復習と指定した問題の演習を行い知識の定着を図り次の演習に備える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 管理会計論Ⅰ 授業形態 演習 区 分 選択 

年  次 2 時  期 後期 担 当 
名古屋大原学

園教員 

授業回数 45 単位時間数 90 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

経営管理者に役立つ経済的情報を提供する会計知識を習得し、演習及び解説により公認会計士

短答式試験の管理会計論受験のための答案作成能力を磨きます。 

【概要】 

演習問題によるアウトプット練習後、解説により知識を確実なものとして合格を期します。 

到達目標 原価計算・管理会計の知識と計算技術の習得とともにその理論的な側面を習得 

授業内容 

回 

01：短答理論対策① 

02：短答理論対策② 

03：ステップアップ演習Ⅰ① 

04：ステップアップ演習Ⅰ①解説 

05：ステップアップ演習Ⅰ② 

06：ステップアップ演習Ⅰ②解説 

07：ステップアップ演習Ⅰ③ 

08：ステップアップ演習Ⅰ③解説 

09：ステップアップ演習Ⅰ④ 

10：ステップアップ演習Ⅰ④解説 

11：ステップアップ演習Ⅰ⑤ 

12：ステップアップ演習Ⅰ⑤解説 

13：ステップアップ演習Ⅰ⑥ 

14：ステップアップ演習Ⅰ⑥解説 

15：ステップアップ演習Ⅰ⑦ 

16：ステップアップ演習Ⅰ⑦解説 

17：ステップアップ演習Ⅰ⑧ 

18：ステップアップ演習Ⅰ⑧解説 

19：ステップアップ演習Ⅰ⑨ 

20：ステップアップ演習Ⅰ⑨解説 

21：ステップアップ演習Ⅰ⑩ 

22：ステップアップ演習Ⅰ⑩解説 

23：ステップアップ演習Ⅰ⑪ 

24：ステップアップ演習Ⅰ⑪解説 

25：ステップアップ演習Ⅰ⑫ 

回 

26：ステップアップ演習Ⅰ⑫解説 

27：ステップアップ演習Ⅰ⑬ 

28：ステップアップ演習Ⅰ⑬解説 

29：ステップアップ演習Ⅰ⑭ 

30：ステップアップ演習Ⅰ⑭解説 

31：短答直対演習① 

32：短答直対演習①解説 

33：短答直対演習①解説 

34：短答直対演習② 

35：短答直対演習②解説 

36：短答直対演習②解説 

37：短答直対演習③ 

38：短答直対演習③解説 

39：短答直対演習③解説 

40：短答直対演習④ 

41：短答直対演習④解説 

42：短答直対演習④解説 

43：公開模擬試験 

44：公開模擬試験解説 

45：公開模擬試験解説 

テキスト 

参考文献 

管理会計論Ⅰ・Ⅱテキスト（大原出版） 



成績基準 
演習答練等 

優…平均 70点以上、良…平均 50点以上、可…平均 40点以上、不可…平均 40点未満 

準備学習の

内 容 

テキストの例題の復習と問題の演習を行い知識の定着を図り次の演習に備える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 監査論Ⅰ 授業形態 演習 区 分 選択 

年  次 2 時  期 後期 担 当 
名古屋大原学

園教員 

授業回数 45 単位時間数 90 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

財務諸表の監査証明業務の枠組みや理論的裏付けを身に付け、演習及び解説により公認会計士

短答式試験の監査論受験のための答案作成能力を磨きます。 

【概要】 

演習問題によるアウトプット練習後、解説により知識を確実なものとして合格を期します。 

到達目標 
独立した立場による監査人の監査業務に関して必要となる指針を学習し、金融商品取引法や会

社法に基づく財務諸表監査において、実務上要求される知識と監査技術を習得する。 

授業内容 

回 

01：短答実力養成演習① 

02：短答実力養成演習①解説 

03：短答実力養成演習①解説 

04：短答実力養成演習② 

05：短答実力養成演習②解説 

06：短答実力養成演習②解説 

07：短答実力養成演習③ 

08：短答実力養成演習③解説 

09：短答実力養成演習③解説 

10：短答実力養成演習④ 

11：短答実力養成演習④解説 

12：短答実力養成演習④解説 

13：短答実力養成演習⑤ 

14：短答実力養成演習⑤解説 

15：短答実力養成演習⑤解説 

16：短答実力養成演習⑥ 

17：短答実力養成演習⑥解説 

18：短答実力養成演習⑥解説 

19：短答実力養成演習① 

20：短答実力養成演習② 

21：短答実力養成演習③ 

22：短答実力養成演習④ 

23：短答実力養成演習⑤ 

24：短答実力養成演習⑥ 

25：短答直対演習① 

回 

26：短答直対演習①解説 

27：短答直対演習①解説 

28：短答直対演習② 

29：短答直対演習②解説 

30：短答直対演習②解説 

31：短答直対演習③ 

32：短答直対演習③解説 

33：短答直対演習③解説 

34：短答直対演習④ 

35：短答直対演習④解説 

36：短答直対演習④解説 

37：公開模擬試験 

38：公開模擬試験解説 

39：公開模擬試験解説 

40：短答直対演習① 

41：短答直対演習② 

42：短答直対演習③ 

43：短答直対演習④ 

44：公開模擬試験 

45：総復習 

テキスト 監査論テキスト（大原出版） 



参考文献 

成績基準 
演習答練等 

優…平均 70点以上、良…平均 50点以上、可…平均 40点以上、不可…平均 40点未満 

準備学習の

内 容 

テキストを読み直し、理解と基本的な概念、定義等の暗記を行い次の演習に備える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 企業法Ⅰ 授業形態 演習 区 分 選択 

年  次 2 時  期 後期 担 当 
名古屋大原学

園教員 

授業回数 45 単位時間数 90 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

私企業の存在と活動を規律する法の知識を習得し、演習及び解説により公認会計士試験短答式

試験企業法の答案作成能力を磨きます。 

【概要】 

演習問題によるアウトプット練習後、解説により知識を確実なものとして合格を期します。 

到達目標 

法体系における株式会社法の位置づけ、株式会社における種類に応じた機関構成と権限配分、

業務執行者の権限及び業務と責任、株式会社の監査体制について理解すること。諸制度を理解

することにより、現実社会の諸活動を見通すことのできる知見を養う。 

授業内容 

回 

01：短答実力養成演習① 

02：短答実力養成演習①解説 

03：短答実力養成演習①解説 

04：短答実力養成演習② 

05：短答実力養成演習②解説 

06：短答実力養成演習②解説 

07：短答実力養成演習③ 

08：短答実力養成演習③解説 

09：短答実力養成演習③解説 

10：短答実力養成演習④ 

11：短答実力養成演習④解説 

12：短答実力養成演習④解説 

13：短答実力養成演習⑤ 

14：短答実力養成演習⑤解説 

15：短答実力養成演習⑤解説 

16：短答実力養成演習⑥ 

17：短答実力養成演習⑥解説 

18：短答実力養成演習⑥解説 

19：短答実力養成演習① 

20：短答実力養成演習② 

21：短答実力養成演習③ 

22：短答実力養成演習④ 

23：短答実力養成演習⑤ 

24：短答実力養成演習⑥ 

25：短答直対演習① 

回 

26：短答直対演習①解説 

27：短答直対演習①解説 

28：短答直対演習② 

29：短答直対演習②解説 

30：短答直対演習②解説 

31：短答直対演習③ 

32：短答直対演習③解説 

33：短答直対演習③解説 

34：短答直対演習④ 

35：短答直対演習④解説 

36：短答直対演習④解説 

37：公開模擬試験 

38：公開模擬試験解説 

39：公開模擬試験解説 

40：短答直対演習① 

41：短答直対演習② 

42：短答直対演習③ 

43：短答直対演習④ 

44：公開模擬試験 

45：総復習 



テキスト 

参考文献 

企業法Ⅰ、Ⅱテキスト（大原出版） 

成績基準 
演習答練等 

優…平均 70点以上、良…平均 50点以上、可…平均 40点以上、不可…平均 40点未満 

準備学習の

内 容 

テキストを読み直し、理解と基本的概念、定義等の暗記を行い次の演習に備える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 財務会計論Ⅱ 授業形態 演習 区 分 選択 

年  次 2 時  期 後期 担 当 
名古屋大原学

園教員 

授業回数 15 単位時間数 30 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

公認会計士論文式試験会計学の合格のため財務会計論で習得した会計知識・計算処理技術の完

成を目指し学習します。 

【概要】 

演習問題解答、解説により論文形式の解答作成能力を高めていきます。 

到達目標 公認会計士論文式試験会計学合格 

授業内容 

回 

01：論文基礎演習① 

02：論文基礎演習①解説 

03：論文基礎演習② 

04：論文基礎演習②解説 

05：論文基礎演習③ 

06：論文基礎演習③解説 

07：論文基礎演習④ 

08：論文基礎演習④解説 

09：ステップ演習Ⅱ①及び解説 

10：ステップ演習Ⅱ②及び解説 

11：ステップ演習Ⅱ③及び解説 

12：ステップ演習Ⅱ④及び解説 

13：ステップ演習Ⅱ⑤及び解説 

14：ステップ演習Ⅱ⑥及び解説 

15：ステップ演習Ⅱ⑦及び解説 

回 

16： 

17： 

18： 

19： 

20： 

21： 

22： 

23： 

24： 

25： 

26： 

27： 

28： 

29： 

30： 

テキスト 

参考文献 

財務会計論Ⅰ～Ⅴテキスト（大原出版） 

成績基準 
演習答練等 

優…平均 70点以上、良…平均 50点以上、可…平均 40点以上、不可…平均 40点未満 

準備学習の

内 容 

テキストの例題の復習と指定した問題の演習を行い知識の定着を図り次の演習に備える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 管理会計論Ⅱ 授業形態 演習 区 分 選択 

年  次 2 時  期 後期 担 当 
名古屋大原学

園教員 

授業回数 15 単位時間数  30 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

公認会計士論文式試験会計学の合格のため管理会計論で習得した会計知識・計算処理技術の完

成を目指し学習します。 

【概要】 

演習問題解答、解説により論文形式の解答作成能力を高めていきます。 

到達目標 公認会計士論文式試験会計学合格 

授業内容 

回 

01：論文基礎演習① 

02：論文基礎演習①解説 

03：論文基礎演習② 

04：論文基礎演習②解説 

05：論文基礎演習③ 

06：論文基礎演習③解説 

07：論文基礎演習④ 

08：論文基礎演習④解説 

09：ステップ演習Ⅱ①及び解説 

10：ステップ演習Ⅱ②及び解説 

11：ステップ演習Ⅱ③及び解説 

12：ステップ演習Ⅱ④及び解説 

13：ステップ演習Ⅱ⑤及び解説 

14：ステップ演習Ⅱ⑥及び解説 

15：ステップ演習Ⅱ⑦及び解説 

回 

16： 

17： 

18： 

19： 

20： 

21： 

22： 

23： 

24： 

25： 

26： 

27： 

28： 

29： 

30： 

テキスト 

参考文献 

管理会計Ⅰ、Ⅱテキスト（大原出版） 

成績基準 
演習答練等 

優…平均 70点以上、良…平均 50点以上、可…平均 40点以上、不可…平均 40点未満 

準備学習の

内 容 

テキストの例題の復習と指定した問題の演習を行い知識の定着を図り次の演習に備える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 監査論Ⅱ 授業形態 演習 区 分 選択 

年  次 2 時  期 後期 担 当 
名古屋大原学

園教員 

授業回数 15 単位時間数 30 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

財務諸表の監査証明業務の枠組みや理論的裏付けを身に付け、演習及び解説により公認会計士

論文式試験の監査論受験のための答案作成能力を磨きます。 

【概要】 

演習問題によるアウトプット練習後、解説により知識を確実なものとして合格を期します。 

到達目標 公認会計士論文式試験監査論の合格 

授業内容 

回 

01：論文基礎演習① 

02：論文基礎演習①及び解説 

03：論文基礎演習①解説 

04：論文基礎演習② 

05：論文基礎演習②及び解説 

06：論文基礎演習②解説 

07：論文基礎演習③ 

08：論文基礎演習③及び解説 

09：論文基礎演習③解説 

10：論文基礎演習④ 

11：論文基礎演習④及び解説 

12：論文基礎演習④解説 

13：事例対策① 

14：事例対策② 

15：事例対策③ 

回 

16： 

17： 

18： 

19： 

20： 

21： 

22： 

23： 

24： 

25： 

26： 

27： 

28： 

29： 

30： 

テキスト 

参考文献 

監査論テキスト（大原出版） 

成績基準 
演習答練等 

優…平均 70点以上、良…平均 50点以上、可…平均 40点以上、不可…平均 40点未満 

準備学習の

内 容 

テキストを読み直し、理解と基本的な概念、定義等の暗記を行い次の演習に備える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 企業法Ⅱ 授業形態 演習 区 分 選択 

年  次 2 時  期 後期 担 当 
名古屋大原学

園教員 

授業回数 15 単位時間数 30 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

私企業の存在と活動を規律する法の知識を習得し、演習及び解説により公認会計士論文式試験

企業法の答案作成能力を磨きます。 

【概要】 

演習問題によるアウトプット練習後、解説により知識を確実なものとして合格を期します。 

到達目標 公認会計士論文式試験企業法の合格 

授業内容 

回 

01：論文基礎演習① 

02：論文基礎演習①及び解説 

03：論文基礎演習①解説 

04：論文基礎演習② 

05：論文基礎演習②及び解説 

06：論文基礎演習②解説 

07：論文基礎演習③ 

08：論文基礎演習③及び解説 

09：論文基礎演習③解説 

10：論文基礎演習④ 

11：論文基礎演習④及び解説 

12：論文基礎演習④解説 

13：論証例解説① 

14：論証例解説② 

15：論証例解説③ 

回 

16： 

17： 

18： 

19： 

20： 

21： 

22： 

23： 

24： 

25： 

26： 

27： 

28： 

29： 

30： 

テキスト 

参考文献 

企業法Ⅰ、Ⅱテキスト 

成績基準 
演習答練等 

優…平均 70点以上、良…平均 50点以上、可…平均 40点以上、不可…平均 40点未満 

準備学習の

内 容 

テキストを読み直し、理解と基本的概念、定義等の暗記を行い次の演習に備える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 租税法 授業形態 講義 区 分 選択 

年  次 2 時  期 後期 担 当 
名古屋大原学

園教員 

授業回数 15 単位時間数 30 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

租税法として出題される法人税について、所得金額の計算及び納付税額の計算並びに理論的な 

背景の基本項目を身につける。 

【概要】 

法人税法の計算と考え方を学ぶ。 

到達目標 公認会計士試験の論文式の合格点に到達する。 

授業内容 

回 

01：法人税法総則、課税標準① 

02：法人税法総則、課税標準② 

03：(理論)租税法総論① 

04：(理論)租税法総論② 

05：租税公課及び納税充当金① 

06：租税公課及び納税充当金② 

07：租税公課及び納税充当金③ 

08：租税公課及び納税充当金④ 

09：減価償却（普通償却）① 

10：減価償却（普通償却）② 

11：減価償却（普通償却）③ 

12：減価償却（普通償却）④ 

13：租税公課及び納税充当金① 

14：租税公課及び納税充当金② 

15：租税公課及び納税充当金③回 

回 

16： 

17： 

18： 

19： 

20： 

21： 

22： 

23： 

24： 

25： 

26： 

27： 

28： 

29： 

30： 

テキスト 

参考文献 

租税法 テキストⅠ上巻（大原出版） 

成績基準 
授業内演習 

優…平均 70点以上、良…平均 50点以上、可…平均 40点以上、不可…平均 40点未満 

準備学習の

内 容 

学習ページの復習と問題の反復を徹底すること 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 経営学 授業形態 講義 区 分 選択 

年  次 2 時  期 後期 担 当 
名古屋大原学

園教員 

授業回数 15 単位時間数 30 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

経営学として出題されるファイナンス理論について、具体的な計算や理論背景の基礎項目を身 

につける。 

【概要】 

ファイナンスの計算と考え方を学ぶ。 

到達目標 公認会計士試験論文式の合格点に到達する。 

授業内容 

回 

01：投資理論① 

02：投資理論② 

03：投資理論③ 

04：投資理論まとめ 

05：最適ポートフォリオの選択① 

06：最適ポートフォリオの選択② 

07：最適ポートフォリオの選択③ 

08：最適ポートフォリオの選択まとめ 

09：CAPM① 

10：CAPM② 

11：CAPM③ 

12：CAPMまとめ 

13：資本コスト① 

14：資本コスト② 

15：資本コストまとめ 

回 

16： 

17： 

18： 

19： 

20： 

21： 

22： 

23： 

24： 

25： 

26： 

27： 

28： 

29： 

30： 

テキスト 

参考文献 

経営学テキスト上巻（大原出版） 

成績基準 
確認テスト 

優…平均 70点以上、良…平均 50点以上、可…平均 40点以上、不可…平均 40点未満 

準備学習の

内 容 

学習ページの復習と問題の反復を徹底すること 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 ビジネスマナー（基礎） 授業形態 講義 区 分 選択 

年  次 2 時  期 後期 担 当 中川 他 

授業回数 30 単位時間数 60 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

就職内定先の職種に応じた、即戦力になりうるための実務能力を身に付ける。 

【概要】 

社会人としての心構えをはじめ、電話応対（受け方）の基本講義とロールプレイングを通して、

実務能力を身につける。単元ごとに効果測定（評価試験）を行い、学生にフィードバックをす

る。 

到達目標 入社時に即戦力となりうる、実務能力を身につける。 

授業内容 

回 

01：社会人としての心構え 

02：職場のマナー・身だしなみ 

03：職場のマナー・立ち居振舞い 

04：仕事の進め方 

05：報告・連絡・相談の必要性 

06：挨拶の種類 

07：笑顔・お辞儀 

08：敬語の種類 

09：状況に応じた言葉遣い 

10：来客応対 

11：名刺交換基礎・応用 

12：基本的な電話応対 

13：電話を取り次げない場合 1（不在・外出） 

14：電話を取り次げない場合 2（休暇・出張） 

15：電話を取り次げない場合 3（電話中） 

回 

16：電話を取り次げない場合 4（その他） 

17：電話の受け方応用（伝言メモ） 

18：電話の受け方応用（道案内等） 

19：電話の掛け方の基本 

20：電話の掛け方の応用 

21：状況別の電話応対方法 

22：伝言の復唱 

23：電話応対のロールプレイ（外出中） 

24：電話応対のロールプレイ（休暇・出張） 

25：電話応対のロールプレイ（職場内） 

26：電話応対のロールプレイ（電話中） 

27：電話応対のロールプレイ（伝言を受ける） 

28：電話応対のロールプレイ 1 

29：電話応対のロールプレイ 2 

30：電話応対のロールプレイ 

テキスト 

参考文献 

大原学園 ビジネスマナーテキスト 

成績基準 
評価試験 100点満点（効果測定） 

優…80点以上、良…60点以上、可…40点以上、不可…40点未満 

準備学習の

内 容 

単元ごとにペーパーテストを実施するので復習を行うこと。 

 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 ビジネスマナー（販売接客） 授業形態 演習 区 分 選択 

年  次 2 時  期 後期 担 当 鷲巣 他 

授業回数 15 単位時間数 30 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

お客様が希望される商品を把握すべく「聴く力」とニーズに合った商品を提案する「話す力」

の強化を図り接客マナーも身につけます。 

【概要】 

接客販売の心得をはじめ、店内接客の基本講義とロールプレイングを通して、実務能力を身に

つける。単元ごとに効果測定（評価試験）を行い、学生にフィードバックをする。 

到達目標 入社時に即戦力となりうる、実務能力を身につける。 

授業内容 

回 

01：挨拶の種類 

02：笑顔とお辞儀 

03：正しい敬語の使い方 

04：接客販売の心得 

05：キャラクターを演じる 

06：お客様の心理を理解する 

07：接客用語 

08：状況別の店内接客 

09：電話での問い合わせ 

10：クレームとは 

11：クレーム応対方法 

12：クレーム応対の練習 

13：販売接客の練習 

14：販売接客のロールプレイ１ 

15：販売接客のロールプレイ２ 

回 

16： 

17： 

18： 

19： 

20： 

21： 

22： 

23： 

24： 

25： 

26： 

27： 

28： 

29： 

30： 

テキスト 

参考文献 

大原学園 ビジネスマナーテキスト 

成績基準 
評価試験 100点満点（効果測定） 

優…80点以上、良…60点以上、可…40点以上、不可…40点未満 

準備学習の

内 容 

単元ごとにペーパーテストを実施するので復習を行うこと。 

 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 ビジネスマナー（営業） 授業形態 演習 区 分 選択 

年  次 2 時  期 後期 担 当 鷲巣 他 

授業回数 15 単位時間数 30 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

就職内定先の職種に応じた、即戦力になりうるための実務能力を身に付ける。 

【概要】 

営業職としてみにつけておくべきマインドと、基本スキルを学ぶ。単元ごとに（評価試験）を

行い、学生にフィードバックをする。 

到達目標 入社時に即戦力となりうる、実務能力を身につける。 

授業内容 

回 

01：営業職の仕事 

02：訪問の流れ 

03：営業の基本フレーズ 

04：アポイントメント 

05：アポイントメントの練習 

06：訪問当日までの準備 

07：受付・応接室でのポイント 

08：名刺交換 

09：名刺交換の応用 

10：訪問後のフォロー 

11：会話の進め方 

12：応酬話法 

13：営業の練習 

14：営業のロールプレイ１ 

15：営業のロールプレイ２ 

回 

16： 

17： 

18： 

19： 

20： 

21： 

22： 

23： 

24： 

25： 

26： 

27： 

28： 

29： 

30： 

テキスト 

参考文献 

大原学園 ビジネスマナーテキスト 

成績基準 
評価試験 100点満点（効果測定） 

優…80点以上、良…60点以上、可…40点以上、不可…40点未満 

準備学習の

内 容 

単元ごとにペーパーテストを実施するので復習を行うこと。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 ビジネスマナー応用 授業形態 実習 区 分 選択 

年  次 2 時  期 後期 担 当 鷲巣 他 

授業回数 15 単位時間数 30 実務家 役員秘書等 

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

就職内定先の職種に応じた、即戦力になりうるための実務能力を身に付ける。 

【概要】 

社会人に必要な接遇の心や来客応対側の基本スキルを学ぶ。単元ごとに（評価試験）を行い、

学生にフィードバックをする。 

到達目標 入社時に即戦力となりうる、実務能力を身につける。 

授業内容 

回 

01：挨拶の種類 

02：笑顔とお辞儀 

03：正しい敬語の使い方 

04：来客対応の基本応対１ 

05：来客対応の基本応対２ 

06：名刺交換 

07：接遇の流れ 

08：接遇の心構え 1 

09：接遇の心構え 2 

10：お茶の入れ方 

11：お茶の出し方 

12：お見送りと後片付け 

13：接遇の練習 

14：接遇のロールプレイ 1 

15：接遇のロールプレイ２ 

回 

16： 

17： 

18： 

19： 

20： 

21： 

22： 

23： 

24： 

25： 

26： 

27： 

28： 

29： 

30： 

テキスト 

参考文献 

大原学園 ビジネスマナーテキスト 

成績基準 
評価試験 100点満点（効果測定） 

優…80点以上、良…60点以上、可…40点以上、不可…40点未満 

準備学習の

内 容 

毎授業ごとの復習を行うこと。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 ビジネスマナー（総合） 授業形態 実習 区 分 選択 

年  次 2 時  期 後期 担 当 鷲巣 他 

授業回数 30 単位時間数 60 実務家 役員秘書等 

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

就職内定先の職種に応じた、即戦力になりうるための実務能力を身に付ける。 

【概要】 

複雑な内容の電話連絡に対応できるような技能を身につけるとともに、予約あり／なしの来客

応対が臨機応変にできるようロールプレイングを行う。単元ごとに（評価試験）を行い、学生

にフィードバックをする。 

到達目標 入社時に即戦力となりうる、実務能力を身につける。 

授業内容 

回 

01：道案内（電話編） 

02：道案内（電話編） 

03：道案内（電話編） 

04：道案内（電話編） 

05：商品問い合わせ（電話編） 

06：商品問い合わせ（電話編） 

07：商品問い合わせ（電話編） 

08：商品問い合わせ（電話編） 

09：内線電話応対（電話編） 

10：内線電話応対（電話編） 

11：内線電話応対（電話編） 

12：内線電話応対（電話編） 

13：クレーム対応（電話編） 

14：クレーム対応（電話編） 

15：クレーム対応（電話編） 

回 

16：クレーム対応（電話編） 

17：予約あり来客応対（受付編） 

18：予約あり来客応対（受付編） 

19：予約あり来客応対（受付編） 

20：予約あり来客応対（受付編） 

21：予約無し来客応対（受付編） 

22：予約無し来客応対（受付編） 

23：予約無し来客応対（受付編） 

24：予約無し来客応対（受付編） 

25：来客取次から来客案内（受付編） 

26：来客取次から来客案内（受付編） 

27：来客取次から来客案内（受付編） 

28：宛名書き 

29：電話、受付、案内ロールプレイング練習 

30：評価試験 

テキスト 

参考文献 

大原学園 ビジネスマナーテキスト 

成績基準 
評価試験 100点満点（効果測定） 

優…80点以上、良…60点以上、可…40点以上、不可…40点未満 

準備学習の

内 容 

毎授業ごとの復習を行うこと。 

 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 ＰＣ演習Ⅰ 授業形態 演習 区 分 選択 

年  次 2 時  期 後期 担 当 梶山 他 

授業回数 45 単位時間数  90 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

オフィスで使われる Word、Excelの基本操作の習得を目指す。 

【概要】 

Word、Excelの各授業はすべて実習形式。 

単元ごとに（評価試験）を行い、学生にフィードバックをする。 

到達目標 ビジネスで活用できるレベルを習得。 

授業内容 

回 

01：Wordの画面について 

02：タイピング練習 

03：文書作成と管理（基本操作） 

04：文書作成と管理（基本操作） 

05：文書作成と管理（基本操作） 

06：文書作成と管理（基本操作） 

07：文書作成と管理（基本操作） 

08：一般的なビジネス文書の作成（社内文書、

社外文書） 

09：一般的なビジネス文書の作成（社内文書、

社外文書） 

10：一般的なビジネス文書の作成（社内文書、

社外文書） 

11：一般的なビジネス文書の作成（社内文書、

社外文書） 

12：一般的なビジネス文書の作成（社内文書、

社外文書） 

13：一般的なビジネス文書の作成（社内文書、

社外文書） 

14：問題演習（ビジネス文書） 

15：問題演習（ビジネス文書） 

16：問題演習（ビジネス文書） 

17：問題演習（ビジネス文書） 

18：問題演習（ビジネス文書） 

19：シンプルなレポートや報告書の作成 

20：シンプルなレポートや報告書の作成 

21：シンプルなレポートや報告書の作成 

回 

26：表、画像、図形を使った文書の作成 

27：問題演習（表、画像、図形を使ったビジネ

ス文書） 

28：問題演習（表、画像、図形を使ったビジネ

ス文書） 

29：問題演習（表、画像、図形を使ったビジネ

ス文書） 

30：問題演習（表、画像、図形を使ったビジネ

ス文書） 

31：効果測定 ビジネス文書の知識 

32：表の編集、SmartArtの作成方法 

33：表の編集、SmartArtの作成方法 

34：表の編集、SmartArtの作成方法 

35：表の編集、SmartArtの作成方法 

36：総合問題演習① 

37：総合問題演習② 

38：総合問題演習③ 

39：総合問題演習④ 

40：総合問題演習⑤ 

41：総合問題演習⑥ 

42：総合問題演習⑦ 

43：総合問題演習⑧ 

44：総合問題演習⑨ 

45：評価試験 



22：シンプルなレポートや報告書の作成 

23：表、画像、図形を使った文書の作成 

24：表、画像、図形を使った文書の作成 

25：表、画像、図形を使った文書の作成 

テキスト 

参考文献 

大原学園 パソコン実習テキスト 

成績基準 
評価試験 100点満点 

優…80点以上、良…60点以上、可…40点以上、不可…40点未満 

準備学習の

内 容 

適宜課題を提出するので指定日までに行うこと。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 ＰＣ演習Ⅱ 授業形態 演習 区 分 選択 

年  次 2 時  期 後期 担 当 梶山 他 

授業回数 15 単位時間数 30 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

オフィスで使われる Excelの応用操作の習得を目指す。 

【概要】 

Excelの各授業はすべて実習形式。 

単元ごとに（評価試験）を行い、学生にフィードバックをする。 

到達目標 ビジネスで活用できるレベルを習得。 

授業内容 

回 

01：Excel数式・関数を活用した集計表作成等 

02：問題演習 

03：問題演習 

04：表の調整、編集操作 

05：表の調整、編集操作 

06：問題演習 

07：問題演習 

08：問題演習 

09：効果測定 

10：グラフの作成と編集 

11：グラフの作成と編集 

12：グラフの作成と編集 

13：数式・関数を活用した集計表作成等 

14：数式・関数を活用した集計表作成等 

15：評価試験 

回 

16： 

17： 

18： 

19： 

20： 

21： 

22： 

23： 

24： 

25： 

26： 

27： 

28： 

29： 

30： 

テキスト 

参考文献 

大原学園 パソコン実習テキスト 

成績基準 
評価試験 100点満点 

優…80点以上、良…60点以上、可…40点以上、不可…40点未満 

準備学習の

内 容 

適宜課題を提出するので指定日までに行うこと。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 時事 授業形態 実習 区 分 選択 

年  次 2 時  期 後期 担 当 中川 他 

授業回数 15 単位時間数 30 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

時事に興味を持ち、情報収集を行い自分の考えを持って仕事に活かすことができるようにする。 

【概要】 

旬なテーマを選定し、情報収集を行い自分の意見のプレゼンテーションを行う。 

単元ごとに筆記および発表を課し評価試験を行う。 

到達目標 ビジネスで活用できるレベルを習得。 

授業内容 

回 

01：ガイダンス 

02：時事用語の知識 

03：時事用語の知識 

04：興味ある旬なテーマの選定 

05：興味ある旬なテーマの選定 

06：情報収集・分析確認 

07：情報収集・分析確認 

08：情報収集・分析確認 

09：プレゼンシート作成 

10：プレゼンシート作成 

11：プレゼンシート作成 

12：プレゼンシート作成 

13：プレゼンテーションのレクチャ 

14：評価試験（プレゼンテーション） 

15：評価試験（プレゼンテーション） 

回 

16： 

17： 

18： 

19： 

20： 

21： 

22： 

23： 

24： 

25： 

26： 

27： 

28： 

29： 

30： 

テキスト 

参考文献 

プレゼンテーションテキスト 

成績基準 
評価試験 100点満点 

優…80点以上、良…60点以上、可…40点以上、不可…40点未満 

準備学習の

内 容 

適宜課題を提出するので指定日までに行うこと。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 商品説明 授業形態 実習 区 分 選択 

年  次 2 時  期 後期 担 当 中川 他 

授業回数 15 単位時間数 30 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

商品説明に関する知識をしっかりと身につけ、お客様に好感がもたれる説明ができるようにす

る。 

【概要】 

単元ごとに効果測定（評価試験）を行い、学生にフィードバックをする。 

到達目標 ビジネスで活用できるレベルを習得。 

授業内容 

回 

01：ガイダンス 

02：好感を持たれる商品説明とは 

03：好感を持たれる商品説明とは 

04：コミュニケーションの三要素 

05：コミュニケーションの三要素 

06：商品説明知識 

07：商品説明知識 

08：商品説明の準備（シナリオ作成） 

09：商品説明の準備（シナリオ作成） 

10：商品説明の準備（シナリオ作成） 

11：商品説明の準備（シナリオ作成） 

12：商品説明の準備（シナリオ作成） 

13：商品説明ロールプレイング（練習） 

14：商品説明ロールプレイング（練習） 

15：評価試験 

回 

16： 

17： 

18： 

19： 

20： 

21： 

22： 

23： 

24： 

25： 

26： 

27： 

28： 

29： 

30： 

テキスト 

参考文献 

大原学園 ビジネスマナーテキスト 

成績基準 
評価試験 100点満点 

優…80点以上、良…60点以上、可…40点以上、不可…40点未満 

準備学習の

内 容 

適宜課題を提出するので指定日までに行うこと。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 ビジネス実務（販売接客） 授業形態 実習 区 分 選択 

年  次 2 時  期 後期 担 当 浜道 他 

授業回数 90 単位時間数 180 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

就職内定先の職種に応じた、即戦力になりうるための実務能力を身に付ける。 

【概要】 

単元ごとに効果測定（評価試験）を行い、学生にフィードバックをする。 

到達目標 ビジネスで活用できるレベルを習得。 

授業内容 

回 

（販売・仕入管理） 

01：売上事務の流れ・納品書作成と売上計上 

02：請求書の発行と代金回収管理 

03：複数の取引先との取引 

04：仕入事務の流れ・仕入管理の記帳 

05：仕入代金の支払いと買掛金管理 

06：総復習問題 

07：評価試験 

（マーケティング） 

08：マーケティングと顧客満足 

09：お客様とは、製品・商品・サービス 

10：流通チャネル、プロモーション戦略等 

11：マーケティングと会社の目的、財務知識 

12：利益率、販売費一般管理費、営業外収益等 

13：事例研究１～３ 

14：貸借対照表、流動比率、倒産比率 

15：固定比率、同企業との比較等 

16：単元テスト（効果測定） 

17：SSにおけるマーケティング 

18：売上構成要素、収益力を上げるためには等 

19：商品分析、費用分析 

20：収益 UPの方法（企画）、アンケート調査等 

21：企画発表会、Ｖｔｒ鑑賞 

22：マーケティング手法の種類等 

23：情報分析の手法① 

24：情報分析の手法② 

25：プレ卒業研究① 

26：プレ卒業研究② 

回 

46：企画作成 具体的内容を作成 

47：企画作成 具体的内容を作成 

48：企画作成 パワーポイント 

49：企画作成 パワーポイント 

50：企画作成 パワーポイント 

51：企画作成 ストーリー展開 

52：企画作成 ストーリー展開 

53：企画作成 ストーリー展開 

54：中間発表準備 

55：中間発表 

56：中間発表 

57：企画の見直し 

58：企画の見直し 

59：企画の見直し 

60：企画の見直し 

61：発表会準備  

62：発表会準備 パワーポイント 

63：発表会準備 パワーポイント 

64：発表会準備 パワーポイント 

65：発表会準備 パワーポイント 

66：発表会準備 パワーポイント 

67：発表会準備 パワーポイント 

68：発表会準備 シナリオ 

69：発表会準備 シナリオ 

70：発表会準備 シナリオ 

71：発表会準備 シナリオ 

72：発表会準備 シナリオ 

73：発表会準備 シナリオ 



（卒業研究） 

27：ガイダンス、業界分析 

28：業界・店舗情報収集 

29：店舗分析 

30：店舗分析 

31：店舗分析 

32：店舗見学事前準備 

33：店舗見学 

34：店舗見学 報告書作成 

35：課題・問題点抽出 

36：仮説の作成 

37：仮説の作成 

38：調査・検証、情報収集 

39：調査・検証、情報収集 

40：企画作成 

41：企画案にまとめる 

42：企画案にまとめる 

43：企画作成 検証 

44：企画作成 検証 

45：企画作成 具体的内容を作成 

74：発表会準備 シナリオ 

75：発表会準備 配布資料作成 

76：発表会準備 配布資料作成 

77：発表会準備 配布資料作成 

78：発表会準備 配布資料作成 

79：発表会準備 配布資料作成 

80：発表会準備 配布資料作成 

81：発表会準備 発表練習 

82：発表会準備 発表練習 

83：発表会準備 発表練習 

84：発表会準備 発表練習 

85：発表会準備 発表練習 

86：発表会準備 発表練習 

87：発表会準備 発表練習 

88：発表会準備 発表練習 

89：学校大会（評価試験） 

90：学校大会（評価試験） 

テキスト 

参考文献 

大原学園 販売仕入管理、マーケティング、パワーポイント 各テキスト 

成績基準 
評価試験 100点満点 

優…80点以上、良…60点以上、可…40点以上、不可…40点未満 

準備学習の

内 容 

適宜課題を提出するので指定日までに行うこと。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 ビジネス実務（営業） 授業形態 実習 区 分 選択 

年  次 2 時  期 後期 担 当 浜道 他 

授業回数 90 単位時間数 180 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

就職内定先の職種に応じた、即戦力になりうるための実務能力を身に付ける。 

【概要】 

単元ごとに効果測定（評価試験）を行い、学生にフィードバックをする。 

到達目標 ビジネスで活用できるレベルを習得。 

授業内容 

回 

（販売・仕入管理） 

01：売上事務の流れ・納品書作成と売上計上 

02：請求書の発行と代金回収管理 

03：複数の取引先との取引 

04：仕入事務の流れ・仕入管理の記帳 

05：仕入代金の支払いと買掛金管理 

06：総復習問題 

07：評価試験 

（マーケティング） 

08：マーケティングと顧客満足 

09：お客様とは、製品・商品・サービス 

10：流通チャネル、プロモーション戦略等 

11：マーケティングと会社の目的、財務知識 

12：利益率、販売費一般管理費、営業外収益等 

13：事例研究１～３ 

14：貸借対照表、流動比率、倒産比率 

15：固定比率、同企業との比較等 

16：単元テスト（効果測定） 

17：SSにおけるマーケティング 

18：売上構成要素、収益力を上げるためには等 

19：商品分析、費用分析 

20：収益 UPの方法（企画）、アンケート調査等 

21：企画発表会、Ｖｔｒ鑑賞 

22：マーケティング手法の種類等 

23：情報分析の手法① 

24：情報分析の手法② 

25：プレ卒業研究① 

26：プレ卒業研究② 

回 

46：企画作成 具体的内容を作成 

47：企画作成 具体的内容を作成 

48：企画作成 パワーポイント 

49：企画作成 パワーポイント 

50：企画作成 パワーポイント 

51：企画作成 ストーリー展開 

52：企画作成 ストーリー展開 

53：企画作成 ストーリー展開 

54：中間発表準備 

55：中間発表 

56：中間発表 

57：企画の見直し 

58：企画の見直し 

59：企画の見直し 

60：企画の見直し 

61：発表会準備  

62：発表会準備 パワーポイント 

63：発表会準備 パワーポイント 

64：発表会準備 パワーポイント 

65：発表会準備 パワーポイント 

66：発表会準備 パワーポイント 

67：発表会準備 パワーポイント 

68：発表会準備 シナリオ 

69：発表会準備 シナリオ 

70：発表会準備 シナリオ 

71：発表会準備 シナリオ 

72：発表会準備 シナリオ 

73：発表会準備 シナリオ 



（卒業研究） 

27：ガイダンス、業界分析 

28：業界・店舗情報収集 

29：店舗分析 

30：店舗分析 

31：店舗分析 

32：店舗見学事前準備 

33：店舗見学 

34：店舗見学 報告書作成 

35：課題・問題点抽出 

36：仮説の作成 

37：仮説の作成 

38：調査・検証、情報収集 

39：調査・検証、情報収集 

40：企画作成 

41：企画案にまとめる 

42：企画案にまとめる 

43：企画作成 検証 

44：企画作成 検証 

45：企画作成 具体的内容を作成 

74：発表会準備 シナリオ 

75：発表会準備 配布資料作成 

76：発表会準備 配布資料作成 

77：発表会準備 配布資料作成 

78：発表会準備 配布資料作成 

79：発表会準備 配布資料作成 

80：発表会準備 配布資料作成 

81：発表会準備 発表練習 

82：発表会準備 発表練習 

83：発表会準備 発表練習 

84：発表会準備 発表練習 

85：発表会準備 発表練習 

86：発表会準備 発表練習 

87：発表会準備 発表練習 

88：発表会準備 発表練習 

89：学校大会（評価試験） 

90：学校大会（評価試験） 

テキスト 

参考文献 

大原学園 販売仕入管理、マーケティング、パワーポイント 各テキスト 

成績基準 
評価試験 100点満点 

優…80点以上、良…60点以上、可…40点以上、不可…40点未満 

準備学習の

内 容 

適宜課題を提出するので指定日までに行うこと。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 ビジネス実務（事務） 授業形態 実習 区 分 選択 

年  次 2 時  期 後期 担 当 後藤 他 

授業回数 45 単位時間数  90 実務家 税理士補助 

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

就職内定先の職種に応じた、即戦力になりうるための実務能力を身に付ける。 

【概要】 

単元ごとに効果測定（評価試験）を行い、学生にフィードバックをする。 

到達目標 ビジネスで活用できるレベルを習得。 

授業内容 

回 

（販売・仕入管理） 

01：売上事務の流れ・納品書作成と売上計上 

02：請求書の発行と代金回収管理 

03：複数の取引先との取引 

04：仕入事務の流れ・仕入管理の記帳 

05：仕入代金の支払いと買掛金管理 

06：総復習問題 

07：評価試験 

（経理事務） 

08：経理・総務の年間業務 

09：小切手、手形の実務ポイント 

10：入出金伝票と現金出納帳等 

11：健康保険、厚生年金保険の概要 

12：健康保険、厚生年金保険の会計処理 

13：源泉所得税（給与）徴収・納付事務 

14：所得税の基礎知識 

15：源泉所得税（報酬）徴収・納付義務の基礎 

16：源泉所得税（報酬）徴収・納付義務の基礎 

17：源泉所得税（報酬）徴収・納付義務の基礎 

18：源泉所得税（報酬）徴収・納付義務の応用 

19：源泉所得税（報酬）徴収・納付義務の応用 

20：源泉所得税（報酬）徴収・納付義務の応用 

21：給与支払報告書 

22：個人住民税の徴収及び納付 

23：印紙税の基礎知識 

24：受取利息の会計処理 

25：消費税法の概要 

回 

26：消費税法の会計処理 

27：原則的な日々の記帳から決算（記帳入門） 

28：決算の流れ 

29：原則的な日々の記帳から決算（記帳入門） 

30：年次決算と月次決算 

31：決算対策①（法人の利益の圧縮） 

32：決算対策②（法人損失の圧縮） 

33：経営分析の基礎① 

34：経営分析の基礎② 

35：評価試験（効果測定） 

（経理実務Ⅱ） 

36：所得税の基礎知識 

37：所得控除額、課税所得金額及び納付税額 

38：年末調整の仕方 

39：年末調整の仕方 

40：年末調整の仕方 

41：法定調書の流れ 

42：個人住民税の基礎知識 

43：特別徴収のための給与支払報告書提出 

44：労働保険の概要及び会計処理 

45：評価試験（効果測定） 

テキスト 大原学園 販売仕入管理、経理実務、経理実務Ⅱ 各テキスト 



参考文献 

成績基準 
評価試験 100点満点 

優…80点以上、良…60点以上、可…40点以上、不可…40点未満 

準備学習の

内 容 

適宜課題を提出するので指定日までに行うこと。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Syllabus 

大原簿記情報医療専門学校静岡校                 学科名：公認会計士税理士科 

授業科目 ビジネス実務（経理） 授業形態 実習 区 分 選択 

年  次 2 時  期 後期 担 当 後藤 他 

授業回数 75 単位時間数  150 実務家  

授業目的 

 

概  要 

【目的】 

就職内定先の職種に応じた、即戦力になりうるための実務能力を身に付ける。 

【概要】 

単元ごとに効果測定（評価試験）を行い、学生にフィードバックをする。 

到達目標 ビジネスで活用できるレベルを習得。 

授業内容 

回 

（販売・仕入管理） 

01：売上事務の流れ・納品書作成と売上計上 

02：請求書の発行と代金回収管理 

03：複数の取引先との取引 

04：仕入事務の流れ・仕入管理の記帳 

05：仕入代金の支払いと買掛金管理 

06：総復習問題 

07：評価試験 

（経理事務） 

08：経理・総務の年間業務 

09：小切手、手形の実務ポイント 

10：入出金伝票と現金出納帳等 

11：健康保険、厚生年金保険の概要 

12：健康保険、厚生年金保険の会計処理 

13：源泉所得税（給与）徴収・納付事務 

14：所得税の基礎知識 

15：源泉所得税（報酬）徴収・納付義務の基礎 

16：源泉所得税（報酬）徴収・納付義務の基礎 

17：源泉所得税（報酬）徴収・納付義務の基礎 

18：源泉所得税（報酬）徴収・納付義務の応用 

19：源泉所得税（報酬）徴収・納付義務の応用 

20：源泉所得税（報酬）徴収・納付義務の応用 

21：給与支払報告書 

22：個人住民税の徴収及び納付 

23：印紙税の基礎知識 

24：受取利息の会計処理 

25：消費税法の概要 

26：消費税法の会計処理 

回 

41：法定調書の流れ 

42：個人住民税の基礎知識 

43：特別徴収のための給与支払報告書提出 

44：労働保険の概要及び会計処理 

45：評価試験（効果測定）： 

（経理実務Ⅲ） 

46：消費税法の概要 

47：消費税の納税義務者 

48：基準期間の判定 

49：課税売上高の算定 

50：免税事業者と消費税の還付 

51：国内取引の課税対象要件 

52：国内取引の判定 

53：消費税の課税取引 

54：消費税の非課税取引 

55：消費税の免税取引 

56：課税仕入の区分 

57：課税標準の算定 

58：仕入控除税額の計算体系等 

59：個別対応方式と一括比例配分方式 

60：簡易課税制度 

61：消費税の申告・納付 

62：法人税法の概要 

63：納税義務と課税所得等の範囲 

64：法人税の申告・納付 

65：別表四の計算構造 

66：別表一の計算構造 

67：別表五（一）の計算構造 



27：原則的な日々の記帳から決算（記帳入門） 

28：決算の流れ 

29：原則的な日々の記帳から決算（記帳入門） 

30：年次決算と月次決算 

31：決算対策①（法人の利益の圧縮） 

32：決算対策②（法人損失の圧縮） 

33：経営分析の基礎① 

34：経営分析の基礎② 

35：評価試験（効果測定） 

（経理実務Ⅱ） 

36：所得税の基礎知識 

37：所得控除額、課税所得金額及び納付税額 

38：年末調整の仕方 

39：年末調整の仕方 

40：年末調整の仕方 

68：交際費等 

69：受取配当等 

70：別表四の作成による所得金額の計算 

71：別表一の作成による税額の計算 

72：法人事業税の基礎知識 

73：法人事業税の税額計算 

74：法人住民税の基礎知識 

75：法人住民税の税額計算 

 

テキスト 

参考文献 

大原学園 販売仕入管理、経理実務、経理実務Ⅱ、経理実務Ⅲ 各テキスト 

成績基準 
評価試験 100点満点 

優…80点以上、良…60点以上、可…40点以上、不可…40点未満 

準備学習の

内 容 

適宜課題を提出するので指定日までに行うこと。 
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